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中
国
研
究
集
刊

湯
浅
邦
弘
教
授
退
休
記
念
号
（
第
六
十
九
号
）

令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
三
月

五
三

七
〇
頁

―

西
村
天
囚
『
懐
徳
堂
資
料
』
の
成
立
事
情
と
『
奠
陰
集
』

竹

田

健

二

は
じ
め
に

二
〇
一
七
年
八
月
、
西
村
時
彦
（
号
は
天
囚
・
碩
園
）
の
故
郷
で
あ
る
種
子
島
の
西

村
家
に
お
い
て
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
大
量
の
天
囚
関
係
資
料
が
現
存
す
る
こ

、

。

と
を
確
認
し
た
筆
者
ら
は

以
後
継
続
し
て
そ
の
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
る
（

）

注
１

こ
の
調
査
を
進
め
る
中
で
、
一
九
八
三
年
（
昭
和
五
十
八
年
）
に
西
村
家
か
ら
百
一
件

（
計
一
一
六
点
）
も
の
資
料
が
西
之
表
市
の
種
子
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
（
通
称
鉄
砲

館
。
以
下
、
鉄
砲
館
）
に
寄
贈
さ
れ
、
同
時
に
三
件
（
計
四
点
）
の
資
料
が
寄
託
さ
れ

て
い
た
こ
と
、
ま
た
同
年
に
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
（
現
鹿
児
島
県
歴

史
・
美
術
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
。
以
下
、
黎
明
館
）
に
も
八
件
（
計
一
一
点
）
の
資
料
が

寄
贈
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

鉄
砲
館
所
蔵
の
旧
西
村
家
所
蔵
資
料
の
中
で
特
に
注
目
さ
れ
る
資
料
の
一
つ
が

『
懐

、

徳
堂
資
料

（
抄
本
、
一
冊
）
で
あ
る
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
天
囚
の
自
筆
に

』

な
る
こ
の
資
料
に
は
、
中
井
竹
山
・
履
軒
の
執
筆
し
た
書
籍
等
か
ら
抄
出
、
或
い
は
要

約
し
た
文
や
、
頼
春
水
・
猪
飼
敬
所
な
ど
の
書
籍
・
書
簡
の
中
か
ら
竹
山
・
履
軒
に
言

及
す
る
部
分
を
抄
出
・
要
約
し
た
文
な
ど
が
多
数
羅
列
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
こ

の
資
料
は
天
囚
の
懐
徳
堂
研
究
と
深
く
関
係
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
残
念
な
が

ら
執
筆
の
目
的
や
時
期
な
ど
を
示
す
識
語
の
類
は
認
め
ら
れ
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
天
囚
が
『
懐
徳
堂
資
料
』
を
執
筆
し
た
目
的
や
そ
の
時
期
に
つ

い
て
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
特
に
多
く
の
抄
出
・
要
約
が
な
さ
れ
て
い
る
中

井
竹
山
の
『
奠
陰
集
』
と
天
囚
と
の
か
か
わ
り
を
中
心
に
検
討
す
る
。

一

『
懐
徳
堂
資
料
』
の
概
要

『
懐
徳
堂
資
料
』
の
基
本
的
な
書
誌
情
報
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・
縦
二
六
・
五
セ
ン
チ
、
横
一
八
・
九
セ
ン
チ
。

・
装
訂
は
四
針
眼
訂
法
。
表
紙
の
題
簽
は
剥
落
し
て
失
わ
れ
、
外
題
は
不
明
。

本
文
の
部
分
に
資
料
全
体
の
内
題
に
当
た
る
語
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
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・
下
小
口
（
地
）
の
部
分
に
「
懐
徳
堂
資
料
」
と
の
書
き
付
け
あ
り
。
こ
の
た

め
、
失
わ
れ
た
題
簽
に
も
「
懐
徳
堂
資
料
」
と
記
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高

い
と
考
え
ら
れ
る
。

・
本
文
に
は
、
版
心
に
朝
日
新
聞
合
資
会
社
と
印
刷
さ
れ
た
罫
紙
（
毎
半
葉
十

二
行
）
を
使
用
。
冊
子
は
全
九
十
九
葉
だ
が
、
そ
の
中
で
本
文
が
記
さ
れ
て

い
る
の
は
冒
頭
か
ら
の
三
十
九
葉
の
み
で
、
後
は
白
紙
。

・
筆
跡
は
、
現
在
西
村
家
・
鉄
砲
館
・
黎
明
館
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
多
数

の
天
囚
自
著
の
抄
本
か
ら
見
て
、
天
囚
の
も
の
と
判
断
さ
れ
る

。
但

（
注
２
）

し
、
本
資
料
に
天
囚
の
印
記
は
認
め
ら
れ
な
い
。

先
に
触
れ
た
よ
う
に

『
懐
徳
堂
資
料
』
の
本
文
に
は
、
中
井
竹
山
・
履
軒
が
執
筆
し

、

た
書
籍
か
ら
抄
出
・
要
約
し
た
文
や
、
頼
春
水
・
猪
飼
敬
所
な
ど
が
執
筆
し
た
書
籍
・

書
簡
の
中
か
ら
竹
山
・
履
軒
な
ど
懐
徳
堂
関
係
者
に
言
及
す
る
部
分
を
抄
出
・
要
約
し

た
文
な
ど
が
羅
列
さ
れ
て
お
り
、
抄
出
・
要
約
さ
れ
た
文
の
冒
頭
に
は
、
出
典
が
見
出

し
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
例
え
ば
、
本
文
第
一
葉
表
か
ら
始
ま
る
中
井

竹
山
の
『
奠
陰
集
』
か
ら
の
抄
出
・
要
約
の
部
分
の
場
合
、
冒
頭
の
第
一
行
目
に
「
奠

陰
集
」
と
見
出
し
が
記
さ
れ
、
第
二
行
目
以
下
に
抄
出
・
要
約
さ
れ
た
文
が
連
続
し
て

羅
列
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
他
の
書
籍
な
ど
か
ら
抄
出
・
要
約
さ
れ
た
部
分
に
つ
い
て

は
、
見
出
し
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
出
典
が
不
明
で
あ
る
場
合
や
、
見
出
し
は
あ
る
も

の
の
出
典
が
分
か
ら
な
い
場
合
も
あ
る
。

『
懐
徳
堂
資
料
』
に
羅
列
さ
れ
て
い
る
抄
出
・
要
約
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
ま

り
ご
と
に
番
号
を
附
し
、
見
出
し
・
出
典
の
著
者
名
・
出
典
名
・

懐
徳
堂
資
料
』
に
お

『

け
る
位
置
（
葉
・
行
）
と
を
示
す
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
見
出
し
が
な
い

場
合
、
及
び
出
典
が
不
明
の
場
合
は

「
見
出
し
な
し

「
出
典
不
明
」
と
記
す
。

、

」
、

①
「
奠
陰
集

。
中
井
竹
山
『
奠
陰
集

。
第
一
葉
表
第
一
行
～
第
一
五
葉
裏
第
七
行
。

」

』

②
「
猪
飼
敬
所
与
谷
三
山
書

。
猪
飼
敬
所
が
谷
三
山
に
送
っ
た
手
紙

。
第
一
六

」

（
注
３
）

葉
表
第
一
行
～
第
一
一
行
。

③
「
山
田
三
川
手
記

。
山
田
三
川
の
著
述

。
第
一
七
葉
表
第
一
行
～
第
一
九
葉

」

（
注
４
）

表
第
七
行
。

④
「
頼
春
水
在
津
紀
事

。
頼
春
水
『
在
津
紀
事

。
第
一
九
葉
表
第
八
行
～
第
二
〇
葉

」

』

表
第
五
行
。

「

」
。

『

』
。

。

⑤

頼
春
水
師
友
誌

頼
春
水

師
友
誌

第
二
〇
葉
表
第
六
行
～
同
葉
裏
第
四
行

⑥
「
角
田
九
華
続
近
世
叢
語

。
角
田
九
華
『
続
近
世
叢
語

。
第
二
〇
葉
裏
第
六
行
～

」

』

第
二
八
葉
表
第
二
行
。

⑦
「
草
茅
危
言

。
中
井
竹
山
『
草
茅
危
言

。
第
二
八
葉
表
第
三
行
～
第
三
〇
葉
表
第

」

』

九
行
。

⑧
見
出
し
な
し
。
出
典
不
明
。
第
三
〇
葉
裏
第
一
行
～
第
三
一
葉
裏
第
七
行
。

⑨
「
履
軒
枕
上
雑
題

。
中
井
履
軒
『
枕
上
雑
題

。
第
三
二
葉
表
第
一
行
～
第
三
二
葉

」

』

表
第
九
行
。

⑩
「
履
軒
古
風

。
中
井
履
軒
『
履
軒
古
風

。
第
三
二
葉
表
第
十
行
～
第
三
三
葉
表
第

」

』

六
行
。

「

」
。

『

』
。

。

⑪

奠
陰
集

中
井
竹
山

奠
陰
集

第
三
三
葉
表
第
八
行
～
第
三
三
葉
裏
第
四
行

⑫
見
出
し
な
し
。
出
典
不
明
。
第
三
四
葉
表
第
一
行
～
同
第
四
行
。

⑬
「
履
軒
門
人

。
出
典
不
明
。
第
三
四
葉
第
六
行
・
同
第
七
行
。

」

⑭
見
出
し
な
し
。
出
典
不
明
。
第
三
四
葉
裏
第
一
行
～
同
第
一
二
行
。

⑮
「
通
語

。
中
井
履
軒
『
通
語

（
五
字
の
み
抄
出

。
第
三
五
葉
表
第
一
行
・
同
第
二

」

』

）

行
。

⑯
「
聖
徳
太
子
憲
法
十
七
条

『
日
本
書
紀

（
各
条
文
に
つ
い
て
、
関
連
す
る
文
献
に

」
。

』

）。

。

つ
い
て
の
天
囚
の
コ
メ
ン
ト
あ
り

第
三
六
葉
表
第
一
行
～
第
三
七
葉
裏
第
五
行
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⑰
「
通
語

。
中
井
履
軒
『
通
語

。
第
三
八
葉
表
第
二
行
～
第
三
八
葉
裏
第
二
行
。

」

』

⑱
「
夢
の
代
目
録

。
山
片
蟠
桃
『
夢
の
代

（
目
次
に
あ
た
る
部
分
の
み

。
第
三
九
葉

」

』

）

表
第
一
行
～
同
第
一
二
行
。

⑲
「
但
馬
城
崎
医
者
黒
崎
氏
著

。
出
典
不
明
。
第
三
九
葉
裏
第
一
行
～
同
第
四
行
。

」

以
上
の
よ
う
に

懐
徳
堂
資
料

の
本
文
は

中
井
竹
山
の
著
し
た

奠
陰
集

・

草

、『

』

、

『

』
『

茅
危
言

、
中
井
履
軒
の
著
し
た
『
枕
上
雑
題

・

履
軒
古
風

・

通
語
』
か
ら
抄
出
・

』

』
『

』
『

要
約
し
た
も
の
や
、
猪
飼
敬
所
・
山
田
三
川
・
頼
春
水
・
角
田
九
華
ら
の
著
述
や
書
簡

類
か
ら
竹
山
・
履
軒
に
言
及
す
る
部
分
を
抄
出
・
要
約
し
た
も
の
が
そ
の
大
部
分
を
占

め
て
い
る
。
こ
の
た
め

『
懐
徳
堂
資
料
』
は
全
体
と
し
て
、
竹
山
・
履
軒
を
中
心
と
し

、

た
懐
徳
堂
関
係
の
資
料
集
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
中
で
も
分
量
的

に
最
も
多
い
の
が
、
竹
山
の
詩
文
集
『
奠
陰
集

（
文
集
十
二
巻
、
詩
集
八
巻
）
か
ら
の

』

抄
出
・
要
約
で
あ
り
、
①
に
九
十
六
箇
条
が
抄
出
さ
れ
、
更
に
⑪
に
も
二
箇
条
の
抄
出

が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は

『
懐
徳
堂
資
料
』
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
天
囚

、

が
『
奠
陰
集
』
を
特
に
重
視
し
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。

『
懐
徳
堂
資
料
』
が
竹
山
・
履
軒
を
中
心
と
し
た
懐
徳
堂
関
係
の
資
料
集
で
あ
る
こ

と
か
ら
想
起
さ
れ
る
の
は
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
年
）
二
月
七
日
か
ら
同
月
二

十
七
日
ま
で
大
阪
朝
日
新
聞
に
「
懐
徳
堂
研
究
其
一

（
完
結
時
に
「
懐
徳
堂
考
上
巻
」

」

と
改
題
）
を
連
載
し
た
天
囚
は
、
そ
の
連
載
終
了
の
時
点
で
、
続
い
て
竹
山
・
履
軒
を

中
心
と
す
る
『
懐
徳
堂
考
』
下
巻
を
執
筆
す
る
構
想
を
抱
い
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
天
囚
は
「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」
の
最
終
回
で
あ
る
第
二
十
回
の
末
尾
に

「
他

、

日
更
に
竹
山
履
軒
の
事
蹟
を
考
査
捜
訪
し
て
、
其
の
始
末
を
も
の
す
べ
し

（
明
治
庚
戌

。

二
月
念
三

」
と
附
記
し

、
竹
山
履
軒
を
中
心
に
『
懐
徳
堂
考
』
下
巻
を
執
筆
す

）

（
注
５
）

る
こ
と
を
予
告
し
て
い
る
。
ま
た
、
詳
し
く
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
同
年
二
月
二
十
八

日
、
天
囚
は
懐
徳
堂
学
主
の
子
孫
で
あ
る
中
井
木
菟
麻
呂
と
面
談
し
た
際
に

『
懐
徳
堂

、

考
』
下
巻
と
し
て
「
竹
山
・
履
軒
諸
先
生
ヲ
列
叙
」
す
る
つ
も
り
で
あ
る
と
語
っ
て
い

た
こ
と
が
、
木
菟
麻
呂
の
日
記
『
秋
霧
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る

。

（
注
６
）

こ
の
た
め

『
懐
徳
堂
資
料
』
は
、
天
囚
が
『
懐
徳
堂
考
』
下
巻
の
材
料
と
し
て
蒐
集

、

し
た
竹
山
や
履
軒
に
関
す
る
資
料
群
の
中
か
ら
、
注
目
し
た
箇
所
を
抄
出
・
要
約
し
た

も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
を
傍
証
す
る
の
が

『
懐
徳
堂
考
』
下
巻
に
お
い
て

『
懐
徳
堂
資
料
』
に

、

、

抄
出
さ
れ
て
い
る
記
述
と
重
複
す
る
箇
所
が
少
な
か
ら
ず
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

例
え
ば

『
懐
徳
堂
考
』
下
巻
「

六
十
）
補
遺
訂
正
」
に
は

「
奠
陰
集
に
寄
尾
藤
志
尹

、

（

、

の
詩
あ
り
、
孰
料
時
名
忽
見
駆
。
琴
書
半
世
謝
江
湖
。
厳
廊
剣
佩
従
容
日
。
休
数
烟
波

旧
釣
徒
と
云
ひ
、
註
に
志
尹
客
歳
就
江
戸
辟
、
除
国
学
博
士
、
故
有
此
寄
と
見
ゆ
」
と

あ
る
が

『
懐
徳
堂
資
料
』
の
①
「
奠
陰
集
」
に
は

『
奠
陰
集
詩
七
』
か
ら
抄
出
さ
れ

、

、

た
「
寄
尾
藤
志
尹
／
孰
料
時
名
忽
見
駆
、
琴
書
半
世
謝
江
湖
、
厳
廊
剣
佩
従
容
日
、
休

数
煙
波
旧
韵
徒

」
と
の
文
が
あ
り
、
両
者

志
尹
客
歳
就
江
戸
（
注
７
）
辟
除
国
学
博
士
、
故
有
此
寄

の
記
述
は
注
も
含
め
て
ほ
ぼ
合
致
す
る
。

ま
た

『
懐
徳
堂
考
』
下
巻
「

丗
四
）
履
軒
の
経
業
」
に
は

「
猪
飼
敬
所
も
亦
推
服

、

（

、

措
か
ず
、
曰
く
、
予
れ
人
に
於
て
二
悔
あ
り
、
壮
年
履
軒
の
学
識
を
知
ら
ず
、
故
に
之

に
従
ふ
て
学
ば
ず
、
老
年
山
陽
の
奇
才
を
知
ら
ず
、
故
に
之
と
友
た
ら
ず
、
此
の
二
子

の
如
き
は
豈
得
易
か
ら
ん
や
、
又
曰
く
、
清
儒
顧
閻
万
江
（
永
）
戴
銭
数
子

、

（
注
８
）

所
見
各
異
、
識
見
高
卑
あ
れ
ど
も
、
其
の
学
力
相
伯
仲
す
、
愚
見
に
は
羅
山
仁
斎
東
涯

明
霞
白
石
損
軒
徂
徠
履
軒
錦
城
の
数
子
、
学
力
相
当
可
申
と
存
候
、
考
据
之
学
は
彼
に

不
及
候
得
共

仁
斎
東
涯
徂
徠
履
軒
皆
卓
識
有
之

彼
の
数
子
の
所
及
に
あ
ら
ず
と

以

、

、

、（

上
谷
三
山
に
与
へ
し
書

」
と
あ
る
が

『
懐
徳
堂
資
料
』
の
②
「
猪
飼
敬
所
与
谷
三
山

）

、

書
」
に
は

「
敬
所
云
、
予
於
人
有
二
悔
。
壮
年
不
知
履
軒
之
学
識
、
故
不
従
之
学
。
老

、

年
不
知
山
陽
之
奇
才
、
故
不
与
之
友
。
如
此
二
子
、
豈
易
得
乎

「
猪
飼
敬
所
与
谷
三

。
」
、

山
書
云
、
如
来
諭
清
儒
顧
閻
万
恵
江

載
銭
数
子
所
見
、
各
異
識
見
、
高
卑
ア
レ
ド
モ

永
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其
学
力
略
相
伯
仲
ス
本
邦
先
儒
学
、
可
与
数
子
比
肩
者
誰
ト
御
尋
被
下
候
、
愚
見
ニ
ハ

羅
山
仁
斎
東
涯
明
霞
白
石
損
軒
徂
徠
履
軒
錦
城
ノ
数
子
、
学
力
相
当
可
申
ト
存
候
考
拠

の
学
ハ
彼
ニ
不
及
ト
候
得
共
、
仁
斎
東
涯
徂
徠
履
軒
ハ
皆
卓
識
有
之
、
彼
ノ
数
子
ノ
所

及
ニ
ア
ラ
ズ
ト
存
候
」
と
の
抄
出
が
あ
る
。
両
者
は
、
一
部
字
句
の
異
同
が
認
め
ら
れ

る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
や
は
り
合
致
し
て
い
る
。

更
に

『
懐
徳
堂
考
』
下
巻
「

廿
一
）
好
善
の
家
風
」
に
は

「
頼
春
水
が
在
津
紀
事

、

（

、

に
云
く
、
履
軒
人
と
民
間
の
孝
子
順
孫
に
話
し
及
べ
ば
、
容
を
動
か
し
て
称
賛
す
る
こ

と
、
痴
の
如
く
愚
の
如
く
、
平
生
の
豪
邁
に
似
ず
、
竹
山
も
亦
然
り
、
而
し
て
履
軒
を

、

（

）

、
」

、『

』

甚
だ
し
と
為
す

淳
風

精
里

毎
に
之
を
厭
へ
り
と

と
あ
る
が

懐
徳
堂
資
料

中
の
③
「
山
田
三
川
手
記
」
の
冒
頭
の
頭
注
に

「
在
津
紀
事
云
履
軒
与
人
話
及
民
間
孝

、

」

子
順
孫
事
状
動
容
称
賛
如
痴
如
愚
不
似
平
生
豪
邁
竹
山
亦
然
而
履
軒
為
甚
淳
風
毎
厭
之

と
あ
る
。
書
き
下
し
文
と
漢
文
と
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
両
者
の
内
容
・
表
現
は
や

は
り
一
致
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に

『
懐
徳
堂
考
』
下
巻
に
お
い
て

『
懐
徳
堂
資
料
』
に
抄
出
さ
れ
て
い

、

、

る
記
述
と
の
重
複
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は

『
懐
徳
堂
資
料
』
に
抄
出
・
要
約
さ
れ
た
文

、

が

懐
徳
堂
考

下
巻
の
記
述
に
活
用
さ
れ
た
こ
と

つ
ま
り

懐
徳
堂
資
料

が

懐

『

』

、

『

』

『

徳
堂
考
』
下
巻
執
筆
の
材
料
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
天
囚
が
『
懐
徳
堂
資
料
』
を
執
筆
し
た
時
期
は
い
つ
頃
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
を
解
明
す
る
手
が
か
り
を
得
る
た
め
に
、
次
章
で
は
天
囚
と
『
奠
陰
集
』
と

の
接
点
と
し
て
特
に
注
目
さ
れ
る
、
天
囚
に
よ
る
『
奠
陰
集
』
の
自
筆
稿
本
の
実
見
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

二

『
奠
陰
集
』
自
筆
稿
本
の
実
見

先
述
の
通
り

『
懐
徳
堂
資
料
』
に
お
い
て
は
中
井
竹
山
『
奠
陰
集
』
か
ら
の
抄
出
・

、

要
約
が
多
い

『
奠
陰
集
』
は
文
集
と
詩
集
と
か
ら
な
る
が
、
注
意
す
べ
き
点
は

『
懐

。

、

徳
堂
資
料
』
に
抄
出
さ
れ
て
い
る
『
奠
陰
集
』
の
作
品
は
、
文
集
か
ら
の
抄
出
が
先
に

あ
り
、
続
い
て
詩
集
か
ら
の
抄
出
が
あ
る
こ
と
、
し
か
も
文
集
・
詩
集
の
作
品
は
、
い

ず
れ
も
製
作
年
代
順
に
排
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
在
は
大
阪
大

学
附
属
総
合
図
書
館
懐
徳
堂
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
竹
山
の
自
筆
稿
本
『
奠
陰
集
』

は
、
文
集
が
先
（
巻
一
～
十
二

、
詩
集
が
後
（
巻
十
三
～
二
十
）
と
な
っ
て
お
り
、
ま

）

た
作
品
は
そ
れ
ぞ
れ
製
作
年
代
順
に
排
列
さ
れ
て
い
る

。
こ
れ
に
対
し
て
、
明

（
注
９
）

治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
年
）
に
懐
徳
堂
記
念
会
が
懐
徳
堂
記
念
祭
の
挙
行
に
合
わ
せ

て
記
念
出
版
し
た
『
奠
陰
集
』
は
、
詩
集
が
先
、
文
集
が
後
と
さ
れ
、
ま
た
詩
集
は
古

詩
・
近
体
詩
な
ど
に
、
文
集
は
論
・
説
・
伝
な
ど
に
、
そ
れ
ぞ
れ
作
品
が
体
別
に
分
類

さ
れ
て
排
列
さ
れ
て
い
る
。
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
成
立
後
の
大
正
二
年
（
一
九
一

）

『

』
、

三
年

十
月
に
懐
徳
堂
記
念
会
の
残
務
委
員
が
ま
と
め
た

懐
徳
堂
記
念
会
会
務
報
告

す
な
わ
ち
懐
徳
堂
記
念
祭
を
挙
行
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
懐
徳
堂
記
念
会
の
解
散
時

に
ま
と
め
ら
れ
た
同
会
の
活
動
報
告
書
に
は

『
奠
陰
集
』
に
は
「
手
稿
本
、
寒
泉
編
次

、

本
の
二
種
」
が
あ
り
、
記
念
出
版
は
「
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
寒
泉
編
次
本
を
底
本
と
し
、

手
稿
本
を
以
て
対
校
」
し
て
行
わ
れ
た
と
あ
る

「
寒
泉
編
次
本
」
を
筆
者
は
未
見
で
あ

。

る
が
、
記
念
出
版
さ
れ
た
『
奠
陰
集
』
の
底
本
で
あ
る
以
上
、
や
は
り
詩
集
が
先
、
文

集
が
後
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
天
囚
が
『
懐
徳
堂
資
料
』
に
お
い
て
行
っ
た
『
奠
陰

集

か
ら
の
抄
出
・
要
約
は

文
集
が
先

詩
集
が
後
で
あ
る
こ
と
か
ら

そ
の
抄
出
・

』

、

、

、

要
約
が
懐
徳
堂
記
念
会
に
よ
り
記
念
出
版
さ
れ
た
『
奠
陰
集
』
や
そ
の
底
本
と
な
っ
た

「
寒
泉
編
次
本
」
か
ら
で
は
な
く
、
竹
山
の
自
筆
稿
本
、
も
し
く
は
そ
の
写
本
か
ら
行

わ
れ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

天
囚
は
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
年
）
二
月
二
十
八
日
に
東
京
で
中
井
木
菟
麻

呂
と
面
談
し
た
時

『
奠
陰
集
』
の
自
筆
稿
本
を
実
見
し
て
い
る
。
天
囚
が
そ
れ
ま
で
に

、

「
寒
泉
編
次
本
」
の
『
奠
陰
集
』
を
見
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
こ
の
時
の
二
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人
の
面
談
は
、
天
囚
と
大
阪
人
文
会
と
が
中
心
と
な
っ
て
始
動
し
た
懐
徳
堂
顕
彰
運
動

が
大
き
く
展
開
す
る
契
機
と
な
り
、
ま
た
天
囚
に
よ
る
懐
徳
堂
研
究
に
お
い
て
も
重
要

な
意
味
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
中
井
木
菟
麻
呂
の
日
記
『
秋
霧
記
』
の
記

述
に
よ
っ
て
、
こ
の
時
の
二
人
の
面
談
の
様
子
を
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。

周
知
の
通
り
、
天
囚
は
同
年
一
月
二
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た
大
阪
人
文
会
第
二
次
例

会
に
お
い
て
五
井
蘭
洲
に
つ
い
て
講
演
し
た
後
、
同
年
二
月
七
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で

大
阪
朝
日
新
聞
に
「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」
を
連
載
し
、
こ
の
連
載
を
終
了
時
に
「
懐
徳

堂
考
上
巻
」
と
改
題
し
た
。
天
囚
は
そ
の
連
載
最
終
回
の
原
稿
を
入
稿
後
、
木
菟
麻
呂

と
面
談
す
る
た
め
に
上
京
し
た
。
木
菟
麻
呂
は
、
上
京
を
知
ら
せ
る
天
囚
か
ら
の
手
紙

を
二
月
二
十
六
日
に
受
け
取
っ
て
い
る

『
秋
霧
記
』
に
よ
れ
ば
、
手
紙
に
は
「
懐
徳
堂

。

ノ
件
、
数
々
計
画
致
シ
居
ル
コ
ト
ヲ
告
ゲ
テ
、
一
・
二
日
内
ニ
上
京
ス
ベ
キ
ニ
付
、
会

面
詳
述
」
し
た
い
と
記
さ
れ
て
い
た
。
天
囚
の
上
京
は
か
な
り
慌
た
だ
し
か
っ
た
様
子

が
窺
え
る
。

二
人
が
直
接
会
う
の
は
こ
の
時
が
二
回
目
で
あ
っ
た
。
一
回
目
は
、
明
治
四
十
一
年

（
一
九
〇
八
年
）
八
月
、
大
阪
を
訪
れ
た
木
菟
麻
呂
が
、
幸
田
成
友
と
共
に
大
阪
朝
日

新
聞
社
に
天
囚
を
訪
ね
た
際
に
行
わ
れ
て
い
る

。
二
回
目
の
面
談
の
様
子
に
つ

（
注

）
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い
て
、
木
菟
麻
呂
は
『
秋
霧
記
』
に
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

○
雑
事

天
囚
氏
云

「
一
昨
年
懐
徳
堂
年
祭
ノ
件
ニ
付
嘱
ヲ
受
ケ
シ
後
、
高
崎

、

府
知
事
ニ
モ
相
談
シ
タ
レ
ド
モ
、
議
未
ダ
熟
セ
ザ
リ
シ
ガ
、
過
般
大
阪
人
文
会

講
演
会
ニ
於
テ
五
井
蘭
洲
ノ
事
ヲ
述
ベ
タ
ル
コ
ト
ア
リ
。
其
砌
、
懐
徳
堂
記
念

祭
ノ
件
ヲ
謀
リ
タ
ル
ニ
、
幸
ニ
会
員
ノ
賛
成
ヲ
得
タ
レ
バ
、
同
会
ヲ
発
起
者
ト

シ
テ
、
明
四
十
四
年
ノ
春
ニ
於
テ
挙
行
シ
タ
キ
考
ナ
リ
」
ト

（
予
ハ
「
明
四
十

。

四
年
ハ
蘭
洲
先
生
百
五
十
年
忌
ナ
レ
バ
、
猶
妙
ナ
リ
」
ト
云
ヘ
リ
。
偶
然
其
年

、

。
）

忌
ト
遭
遇
ス
ル
コ
ト
ゝ
ナ
リ
タ
ル
ニ
ヤ

又
ハ
ソ
ノ
年
忌
ヲ
計
リ
テ
ニ
ヤ
不
詳

（

）

、

、

中
略

同
氏
ハ
四
月
始
ヨ
リ
欧
米
漫
遊
ノ
途
ニ
上
ラ
レ

六
月
末
ニ
帰
朝
シ

其
後
『
懐
徳
堂
考
』
下
ト
シ
テ
竹
山
・
履
軒
諸
先
生
ヲ
列
叙
ス
ル
ツ
モ
リ
ナ
レ

バ
、
其
材
料
ト
為
ス
ベ
キ
遺
書
類
ヲ
教
示
セ
ラ
レ
タ
シ
ト
ノ
コ
ト
ナ
レ
バ
、
予

、『

』

、

、

ハ
書
楼
ニ
引
キ
テ

奠
陰
集

其
他
ノ
諸
書
ヲ
示
シ
タ
ル
ニ

氏
ハ
帰
阪
ノ
上

協
議
ヲ
遂
ゲ
テ
謄
写
ノ
事
ヲ
依
頼
シ
タ
キ
考
ナ
レ
バ
、
材
料
ト
為
ス
ベ
キ
書
目

ヲ
成
ル
ベ
ク
至
急
ニ
調
製
セ
ラ
レ
タ
ク
弥
謄
写
ス
ル
コ
ト
ゝ
ナ
リ
タ
ラ
バ
、
写

。（

）

字
生
ノ
周
旋
ヲ
乞
フ
ト
ノ
事
ヲ
托
セ
ラ
ル

明
治
四
十
三
年
二
月
二
十
八
日
付

天
囚
は
、
二
年
前
の
一
回
目
の
面
談
以
後
の
経
過
を
木
菟
麻
呂
に
報
告
し
た
上
で
、

大
阪
人
文
会
第
二
次
例
会
に
お
い
て
懐
徳
堂
記
念
祭
の
挙
行
に
つ
い
て
賛
同
を
得
た
の

で
、
人
文
会
を
発
起
者
と
し
て
翌
年
の
春
に
記
念
祭
を
挙
行
し
た
い
と
考
え
て
い
る
こ

。

、

「

」

と
を
告
げ
た

ま
た
天
囚
は

四
月
か
ら
朝
日
新
聞
社
主
催
の
第
二
回

世
界
一
周
会

に
参
加
し
て
世
界
一
周
に
出
か
け
る
が
、
六
月
末
の
帰
国
後
、
竹
山
・
履
軒
に
つ
い
て

述
べ
る
『
懐
徳
堂
考
』
下
巻
を
執
筆
す
る
予
定
な
の
で
、
そ
の
「
材
料
ト
為
ス
ベ
キ
遺

書
類
ヲ
教
示
」
し
て
ほ
し
い
と
木
菟
麻
呂
に
依
頼
し
た

。
こ
れ
を
受
け
て
木
菟

（
注

）
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麻
呂
は
、
天
囚
を
「
書
楼
」
に
導
く
と

『
奠
陰
集
』
の
竹
山
自
筆
稿
本
な
ど
中
井
家
所

、

蔵
の
遺
書
類
を
示
し
た
。
す
る
と
天
囚
は
、
帰
阪
後
「
協
議
」
の
上
で
、
こ
れ
ら
の
遺

書
類
の
謄
写
を
行
い
た
い
の
で

「
材
料
ト
為
ス
ベ
キ
書
目
ヲ
成
ル
ベ
ク
至
急
ニ
調
製
」

、

し
て
ほ
し
い
、
ま
た
謄
写
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
に
は
「
写
字
生
ノ
周
旋
」

を
し
て
ほ
し
い
と
木
菟
麻
呂
に
依
頼
し
た
。

前
述
の
通
り
、
天
囚
は
大
阪
朝
日
新
聞
に
連
載
し
た
「
懐
徳
堂
研
究
其
一

、
す
な
わ

」

ち
『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
が
完
結
し
た
際
に
「
他
日
更
に
竹
山
・
履
軒
の
事
蹟
を
考
査
捜

訪
し
て
、
其
の
始
末
を
も
の
す
べ
し
」
と
予
告
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
天
囚
か
ら
の
求

め
で
実
現
し
た
こ
の
二
回
目
の
面
談
が
、
竹
山
・
履
軒
に
関
す
る
資
料
の
入
手
を
目
的

。

『

』

、

と
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
と
見
ら
れ
る

天
囚
は

懐
徳
堂
考

上
巻
を
執
筆
す
る
際
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既
に
木
菟
麻
呂
と
の
面
識
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
木
菟
麻
呂
に
中
井
家
所
蔵
資

料
の
提
供
を
求
め
て
い
な
い
。
こ
れ
は

『
蘭
洲
遺
稿
』
や
『
鶏
肋
篇
』
な
ど
の
五
井
蘭

、

洲
に
関
す
る
資
料
他
を
大
阪
人
文
会
会
員
か
ら
入
手
し
た
天
囚
が
、
五
井
持
軒
・
蘭
洲

父
子
を
中
心
と
し
て
、
懐
徳
堂
の
い
わ
ば
創
生
期
を
『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
に
お
い
て
述

べ
る
上
で
は
、
木
菟
麻
呂
に
協
力
を
求
め
る
に
は
及
ば
な
い
と
考
え
た
こ
と
に
よ
る
と

思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
懐
徳
堂
の
最
盛
期
と
さ
れ
る
竹
山
・
履
軒
の
活
躍
し
た
時
期
に

つ
い
て
述
べ
る
『
懐
徳
堂
考
』
下
巻
の
執
筆
に
は
、
中
井
家
の
所
蔵
す
る
資
料
が
ど
う

し
て
も
必
要
と
天
囚
は
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
判
断
の
背
景
に
は
、
竹
山
・
履
軒
に
関
す
る
資
料
を
当
時
大
阪
に
お
い
て

得
る
こ
と
が
極
め
て
難
し
か
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
年
）
五
月
に
大
阪
市
史
編
纂
主
任
と
し
て
『
大
阪
市

史
』
の
編
纂
を
開
始
し
た
幸
田
成
友
も
、
懐
徳
堂
に
関
す
る
資
料
を
大
阪
で
得
る
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
年
）
十
月
に
上
京
し

て
木
菟
麻
呂
を
訪
問
し
、
中
井
家
の
所
蔵
す
る
資
料
の
提
供
を
受
け
て
謄
写
を
行
い
、

写
本
を
入
手
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る

。
ま
た
、
明
治
三
十
七
年
（
一
九

（
注

）
12

〇
四
年
）
に
開
館
し
た
大
阪
図
書
館
（
二
年
後
に
大
阪
府
立
図
書
館
と
改
称
）
は
、
明

治
四
十
一
年

一
九
〇
八
年

三
月
末
時
点
で
所
蔵
す
る
和
漢
書
の
情
報
を
記
し
た

大

（

）

『

阪
府
立
図
書
館
和
漢
図
書
目
録
』
を
翌
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
年
）
四
月
に
刊
行

、

。

し
て
い
る
の
だ
が

こ
の
目
録
に
記
さ
れ
て
い
る
竹
山
・
履
軒
の
著
述
も
少
な
い
（

）

注
13

天
囚
が
中
井
家
の
所
蔵
す
る
資
料
を
実
見
し
た
直
後
に
、
そ
れ
ら
の
謄
写
に
関
し
て
木

菟
麻
呂
と
交
渉
し
た
の
も
、
大
阪
に
お
い
て
は
得
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
竹
山
・
履
軒

に
関
す
る
多
く
の
貴
重
資
料
を
確
認
し
、
そ
れ
ら
の
写
本
を
大
阪
に
も
た
ら
し
た
い
と

考
え
た
た
め
と
推
測
さ
れ
る

。
も
っ
と
も
、
そ
の
謄
写
に
つ
い
て
、
天
囚
が
誰

（
注

）
14

と
「
協
議
」
し
よ
う
と
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

な
お
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
年
）
十
月
に
懐
徳
堂
記
念
会
は
、
懐
徳
堂
記
念

祭
の
挙
行
に
あ
わ
せ
て
、
中
井
家
所
蔵
資
料
を
活
用
し
て
記
念
出
版
と
展
覧
会
の
開
催

と
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
る
の
だ
が
、
同
会
の
こ
の
二
つ
の
事
業
は
、
中
井
家
の
所
蔵

す
る
資
料
を
実
見
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
天
囚
が
発
案
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が

高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
面
談
の
約
一
ヶ
月
後
、
同
年
三
月
二
十
二
日

に
開
催
さ
れ
た
大
阪
人
文
会
第
三
次
例
会
に
お
い
て
、
同
会
は
翌
年
開
催
す
る
懐
徳
堂

記
念
祭
を
「
儒
礼
」
に
よ
っ
て
行
う
こ
と

「
碩
学
鴻
儒
ヲ
聘
シ
テ
二
日
間
学
術
講
演
会

、

ヲ
開
ク
コ
ト
」
と
と
も
に
、
記
念
出
版
と
展
覧
会
を
行
う
こ
と
を
決
議
し
た

。

（
注

）
15

こ
の
第
三
次
例
会
ま
で
に
中
井
家
所
蔵
資
料
を
実
見
し
た
大
阪
人
文
会
の
会
員
は
、
お

そ
ら
く
天
囚
の
み
で
あ
る
。
多
数
の
貴
重
資
料
を
実
見
し
た
天
囚
は
、
そ
れ
ら
を
記
念

出
版
や
展
覧
会
に
活
用
す
る
こ
と
を
思
い
つ
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
本
章
で
は

『
奠
陰
集
』
の
自
筆
稿
本
を
含
む
中
井
家
所
蔵
資
料
を
天
囚
が
実

、

見
し
た
経
緯
に
つ
い
て
述
べ
た
。
次
章
で
は
、
そ
の
後
『
奠
陰
集
』
の
自
筆
稿
本
を
含

む
中
井
家
所
蔵
資
料
が
大
阪
府
立
図
書
館
に
送
付
さ
れ
、
大
阪
に
お
い
て
謄
写
さ
れ
た

経
緯
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

三

『
奠
陰
集
』
の
謄
写

『
秋
霧
記
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
二
月
二
十
八
日
の
面
談
の
後
、
木
菟
麻
呂
は
天
囚

の
求
め
た
『
懐
徳
堂
考
』
下
巻
の
「
材
料
ト
為
ス
ベ
キ
遺
書
類
」
の
書
目
と
し
て

「
竹

、

山
・
履
軒
・
蕉
園
・
寒
泉
四
先
生
ノ
遺
書
目
」
を
三
月
三
日
に
作
成
し
、
翌
四
日
に
発

送
し
た
。
入
れ
違
い
に
三
月
五
日
に
天
囚
か
ら
封
書
が
届
い
た
が
、
そ
の
天
囚
の
封
書

の
内
容
に
つ
い
て
は
『
秋
霧
記
』
に
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
後
、
木
菟
麻
呂
の
も
と
に
は
、
三
月
十
四
日
に
天
囚
か
ら
の
手
紙
が
届
い
た
。

そ
の
内
容
に
つ
い
て
『
秋
霧
記
』
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。



（ 59 ）

天
囚
氏
帰
阪
後
奠
陰
集
其
他
竹
山
履
軒
蕉
園
三
先
生
ノ
遺
書
十

九

種
ヲ
大
阪

（

マ

マ

）

市

立
図
書
館
ニ
於
テ
借
用
之
上
、
謄
写
ス
ル
コ
ト
ゝ
為
リ
タ
ル
ニ
ヨ
リ
、
同

（

マ

マ

）

、

、

館
ニ
借
予
致
シ
呉
レ
度
旨
ヲ
申
遣
サ
レ

又
同
図
書
館
ハ
不
遠
増
築
之
筈
ニ
付

其
節
懐
徳
堂
記
念
室
ヲ
建
立
す
る
事
ニ
イ
タ
シ
度
、
心
計
ア
リ
。
其
事
不
如
意

ド
モ
、
図
書
館
中
ニ
記
念
室
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
ニ
ハ
取
計
ラ
ヒ
度
モ
ノ
ナ
リ
ト
ノ

意
ヲ
漏
ラ
シ
、
又
懐
徳
祭
ノ
儀
ハ
、
弥
来
年
書
堂
創
立
記
念
日
ニ
開
催
ス
ル
コ

ト
ニ
決
定
し
、
更
ニ
二
十
二
日
之
人
文
会
ニ
テ
、
協
議
ヲ
ト
ゲ
タ
ル
上
、
委
員

ヲ
立
テ
ゝ
準
備
ニ
取
リ
カ
ゝ
ル
ツ
モ
リ
也
ト
ノ
コ
ト
モ
書
中
ニ
見
エ
タ
リ
。

別
書
ニ
テ
遣
サ
レ
タ
ル
ハ
、
大
阪

市

立
図
書
館
一
覧
ニ
テ
、
コ
レ
ハ
遺
書
借

（

マ

マ

）

用
中
、
火
難
盗
難
ノ
懸
念
ナ
キ
コ
ト
ヲ
談
ス
ル
為
ニ
送
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
也

（
明

。

治
四
十
三
年
三
月
十
四
日
付
）

天
囚
は
、
木
菟
麻
呂
の
所
有
す
る
「
奠
陰
集
其
他
竹
山
履
軒
蕉
園
三
先
生
ノ
遺
書
十

」

、

（

「

」

）

九
種

に
つ
い
て

大
阪
府
立
図
書
館

木
菟
麻
呂
は

大
阪
市
立
図
書
館

と
誤
記

に
お
い
て
「
借
用
之
上
、
謄
写
ス
ル
コ
ト
」
と
な
っ
た
の
で
、
遺
書
を
貸
与
し
て
ほ
し

。

、『

』

「

」

、

い
と
要
請
し
て
き
た

資
料
の
数
に
つ
い
て

秋
霧
記

に
は

十
九
種

と
あ
る
が

後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
後
木
菟
麻
呂
が
大
阪
府
立
図
書
館
に
送
付
し
た
資
料
は
十
八

点
で
あ
る
た
め

「
十
九
」
は
「
十
八
」
の
誤
記
と
考
え
ら
れ
る
。
天
囚
は
、
木
菟
麻
呂

、

が
送
っ
た
「
竹
山
・
履
軒
・
蕉
園
・
寒
泉
四
先
生
ノ
遺
書
目
」
の
中
か
ら
十
八
点
を
選

び
、
そ
の
貸
与
を
木
菟
麻
呂
に
求
め
て
来
た
の
で
あ
る
。

木
菟
麻
呂
は
こ
の
天
囚
か
ら
の
要
請
を
受
け
入
れ
る
こ
と
と
し
、
要
請
に
応
ず
る
旨

を
記
し
た
手
紙
を
、
三
月
十
九
日
に
送
っ
た
。
こ
う
し
て
中
井
家
の
所
蔵
す
る
資
料
十

八
点
が
大
阪
に
送
ら
れ
、
大
阪
で
そ
の
謄
写
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

木
菟
麻
呂
が
『
秋
霧
記
』
に
「
大
阪

市

立
図
書
館
ニ
於
テ
借
用
之
上
、
謄
写
ス
ル

（

マ

マ

）

コ
ト
ゝ
為
」
っ
た
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
天
囚
は
帰
阪
後
大
阪
府
立
図
書

館
と
相
談
し
、
そ
の
結
果
、
府
立
図
書
館
が
中
井
家
所
蔵
資
料
を
謄
写
す
る
こ
と
と
な

っ
た
よ
う
に
読
め
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
と
い
う
の
も
、
こ

、

、

の
後
三
月
二
十
七
日
に
木
菟
麻
呂
は

大
阪
府
立
図
書
館
長
で
あ
る
今
井
貫
一
か
ら
と

、「

」

、

大
阪
人
文
会
の
常
務
員
か
ら
と

共
ニ
丁
重
ナ
ル

手
紙
を
受
け
取
っ
て
い
る
の
だ
が

今
井
か
ら
の
手
紙
に
は
資
料
の
謄
写
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
大
阪
人
文
会
か

ら
の
手
紙
に
資
料
の
貸
与
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
二
通
の
手
紙

に
つ
い
て

『
秋
霧
記
』
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

、

来
柬

封
書
二
通

大
阪
府
立
図
書
館
長
今
井
貫
一
氏
并
大
阪
人
文
会
常
務
員

共
ニ
丁
重
ナ
ル
書
信
ニ
シ
テ
、
今
井
館
長
ハ
、
予
ガ
同
図
書
館
内
ニ
懐
徳
堂

記
念
室
ヲ
設
備
セ
ラ
レ
タ
ル
次
ニ
ハ
、
懐
徳
堂
ノ
遺
書
遺
物
類
ヲ
寄
附
又
ハ
寄

、

、

託
ス
ル
コ
ト
ヲ
望
ム
旨
ヲ
西
村
氏
ニ
申
送
リ
タ
ル
ヲ
聞
キ
テ

非
常
ニ
歓
迎
シ

両
三
年
内
ニ
ハ
増
築
ノ
見
込
ア
レ
バ
、
記
念
室
ヲ
造
ク
ル
コ
ト
ヲ
モ
希
望
致
シ

、

、

、

居
レ
ド
モ

今
ハ
狭
隘
ニ
シ
テ

記
念
室
ノ
設
備
ヲ
為
ス
コ
ト
能
ハ
ザ
レ
ド
モ

…

遺
書
全
部
ヲ
附
託
セ
ラ
ル
ゝ
コ
ト
叶
ズ
ヤ
ト
ノ
旨
ヲ
照
会
セ
ラ
（
竹
田
注

「
レ
」
を
脱
字
）
タ
リ
。
人
文
会
ヨ
リ
ハ
、
明
年
愈
懐
徳
堂
記
念
祭
ヲ
挙
行
ス

ル
コ
ト
ニ
決
シ
タ
ル
コ
ト
ヲ
報
ジ
、
且
、
天
囚
氏
ニ
前
約
ア
リ
タ
ル
図
書
貸
与

ノ
事
ヲ
請
求
シ
来
レ
リ

（
明
治
四
十
三
年
三
月
二
十
七
日
付
）

。

木
菟
麻
呂
は
天
囚
と
面
談
し
た
際
に
、
府
立
図
書
館
内
に
懐
徳
堂
記
念
室
を
設
置
し

て
ほ
し
い
と
の
希
望
を
語
り
、
ま
た
そ
の
希
望
が
実
現
し
た
後
に
は
、
中
井
家
所
蔵
資

料
の
内
の
「
懐
徳
堂
ノ
遺
書
遺
物
類
ヲ
寄
附
又
ハ
寄
託
」
す
る
考
え
で
あ
る
と
語
っ
て

い
た
。
大
阪
に
戻
っ
た
天
囚
か
ら
こ
う
し
た
木
菟
麻
呂
の
希
望
を
聞
い
た
今
井
は

「
懐

、

徳
堂
ノ
遺
書
遺
物
類
」
を
寄
附
・
寄
託
す
る
と
の
申
出
を
大
い
に
歓
迎
す
る
こ
と
、
も

っ
と
も
、
府
立
図
書
館
は
手
狭
で
あ
る
た
め
、
直
ち
に
懐
徳
堂
記
念
室
を
設
置
す
る
こ
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と
は
で
き
ず
、
二
～
三
年
の
う
ち
に
増
築
が
実
現
し
た
際
に
記
念
室
を
設
置
し
た
い
考

え
で
あ
る
こ
と
を
木
菟
麻
呂
に
伝
え
て
き
た
。
今
井
は
そ
の
上
で

「
懐
徳
堂
ノ
遺
書
遺

、

物
類
」
に
限
ら
ず
、
中
井
家
所
蔵
資
料
の
す
べ
て
を
「
附
託
」
し
て
も
ら
え
な
い
か
と

木
菟
麻
呂
に
打
診
し
て
き
た
の
で
あ
る

。
こ
の
今
井
か
ら
の
手
紙
は
、
専
ら
懐

（
注

）
16

徳
堂
記
念
室
の
設
置
と
中
井
家
所
蔵
資
料
の
寄
附
・
寄
託
と
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、

資
料
の
謄
写
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

一
方

「
大
阪
人
文
会
常
務
員
」
か
ら
の
手
紙
は
、
先
に
述
べ
た
三
月
二
十
二
日
開
催

、

の
大
阪
人
文
会
第
三
次
例
会
の
決
議
を
受
け
て
、
翌
年
に
懐
徳
堂
記
念
祭
を
挙
行
す
る

こ
と
が
決
定
し
た
こ
と
を
木
菟
麻
呂
に
通
知
し
、
あ
わ
せ
て
木
菟
麻
呂
に
対
し
て
「
天

囚
氏
ニ
前
約
ア
リ
タ
ル
図
書
貸
与
ノ
事
ヲ
請
求
」
す
る
も
の
で
あ
っ
た

「
大
阪
人
文
会

。

常
務
員
」
と
は
、
四
月
五
日
付
け
の
『
秋
霧
記
』
の
記
述
か
ら
、
木
崎
愛
吉
・
上
松
寅

三
の
二
人
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
大
阪
人
文
会
か
ら
の
手
紙
も
、
直
接
に
は
謄
写
に
触
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ

が
、
既
に
天
囚
が
面
談
の
際
に
資
料
の
謄
写
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
天

囚
は
そ
の
後
の
手
紙
で
、
中
井
家
所
蔵
資
料
を
「
図
書
館
ニ
於
テ
借
用
之
上
、
謄
写
ス

ル
コ
ト
ゝ
為
」
っ
た
と
述
べ
て
い
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
人
文
会
が
木
菟
麻
呂
に
「
天

囚
氏
ニ
前
約
ア
リ
タ
ル
図
書
貸
与
ノ
事
ヲ
請
求
」
し
て
き
た
の
は
、
資
料
の
謄
写
を
人

文
会
が
行
う
こ
と
と
な
っ
た
た
め
だ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
大
阪
人
文
会
が
木
菟
麻
呂
の
提
供
し
た
資
料
の
謄
写
を
行
っ
て
い
な
い
こ

と
は
確
実
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
年
）
九
月
二

十
九
日
に
開
催
さ
れ
た
大
阪
人
文
会
の
第
七
次
例
会
の
資
料
と
見
ら
れ
る
「
経
過
報
告

第
一

・

会
金
収
支
精
算
報
告
第
一

（
一
般
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
所
蔵
）
に
よ
る

」
「

」

な
ら
ば
、
大
阪
人
文
会
は
そ
の
設
立
以
降
、
資
料
の
謄
写
に
対
し
て
は
ま
っ
た
く
経
費

を
支
出
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る

。
す
な
わ
ち

「
会
金
収
支
精

（
注

）

、

17

算
報
告
第
一
」
に
は
、
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
年
）
八
月
十
九
日
に
大
阪
人
文
会

の
発
起
人
会
が
開
催
さ
れ
た
後

「
明
治
四
十
三
年
九
月
廿
九
日
ニ
至
ル
マ
テ
ニ
於
ケ
ル

、

会
金
ノ
収
支
」
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
間
に
支
出
さ
れ
た
項
目
と
し
て
記
さ
れ
て

い
る
の
は

創
立
費

・

速
記
料
四
回
分

・

鮒
宇
ニ
於
ケ
ル
晩
餐
会
補
助

・

、「

」
「

」
「

」（

）

注
18

「
郵
税
其
他
諸
雑
費
」
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
大
阪
人
文
会
は
第
七
次
例
会
の
後
、
活

動
を
行
っ
た
形
跡
が
認
め
ら
な
い

。

（
注

）
19

私
見
で
は
、
こ
の
時
に
大
阪
人
文
会
が
木
菟
麻
呂
に
対
し
て
資
料
の
貸
与
を
請
求
し

た
の
は
、
世
界
一
周
に
出
発
を
間
近
に
控
え
て
、
準
備
に
追
わ
れ
て
多
忙
と
な
っ
た
天

囚
が
、
木
菟
麻
呂
と
の
連
絡
を
大
阪
人
文
会
に
依
頼
し
た
た
め
に
過
ぎ
な
い
と
理
解
す

る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
大
阪
人
文
会
に
は
、
木
菟
麻
呂
か
ら
資
料
が
提
供
さ
れ
た
際
に
、
そ
の

貴
重
資
料
を
保
管
す
る
能
力
が
な
か
っ
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
木
菟
麻
呂
が
所
蔵
す

る
資
料
を
送
付
し
た
の
は
大
阪
府
立
図
書
館
に
対
し
て
で
あ
り
、
ま
た
天
囚
も
、
木
菟。

麻
呂
か
ら
提
供
さ
れ
た
資
料
の
保
管
場
所
と
し
て
は
大
阪
府
立
図
書
館
を
考
え
て
い
た

こ
の
こ
と
は
、
三
月
十
四
日
に
木
菟
麻
呂
が
受
け
取
っ
た
天
囚
か
ら
の
手
紙
に
「
遺
書

借
用
中
、
火
難
盗
難
ノ
懸
念
ナ
キ
コ
ト
ヲ
談
ス
ル
為
」
の
「
大
阪

市

立
図
書
館
一

（

マ

マ

）

覧
」
が
同
封
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

府
立
図
書
館
と
し
て
は
、
木
菟
麻
呂
が
既
に
「
懐
徳
堂
ノ
遺
書
遺
物
類
」
の
寄
贈
・

寄
託
の
希
望
を
示
し
て
お
り
、
後
日
正
式
な
手
続
き
が
行
わ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
直
ち
に
資
料
を
受
け
入
れ
る
こ
と
自
体
に
は
何
ら
問
題
が
無
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
資
料
を
謄
写
す
る
こ
と
は
、
実
施
す
る
際
当
然
経
費
が
発
生
す
る
。
そ

の
た
め
、
直
ち
に
実
施
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
今
井
の

手
紙
に
お
い
て
謄
写
に
触
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
も
、
お
そ
ら
く
そ
の
た
め
で
あ
ろ

う
。木

菟
麻
呂
は
、
今
井
貫
一
と
大
阪
人
文
会
の
常
務
員
と
に
対
す
る
返
書
を
四
月
五
日

に
そ
れ
ぞ
れ
書
き
、
六
日
に
発
送
し
た
。
そ
し
て
四
月
九
日
に
は

『
奠
陰
集

・

後
聖

、

』
『
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空
議

・

昔
の
旅
』
の
三
点
を
大
阪
府
立
図
書
館
の
今
井
貫
一
宛
に
発
送
し
た
。
こ
の

』
『

発
送
に
つ
い
て

『
秋
霧
記
』
に
は
以
下
の
通
り
記
さ
れ
て
い
る
。

、

発
便

奠
陰
集
二
十
巻
後
聖
空
議
一
巻
昔
の
旅
一
巻

右
一
箱

今
井
図
書
館

長
ニ
送
ル
（
小
包
便
書
留

（
明
治
四
十
三
年
四
月
九
日
付
『
秋
霧
記

）

）

』

以
上
、
中
井
木
菟
麻
呂
の
日
記
『
秋
霧
記
』
の
記
述
に
よ
り
、
天
囚
が
『
奠
陰
集
』

の
自
筆
稿
本
を
含
む
中
井
家
所
蔵
資
料
を
実
見
し
た
後
、
木
菟
麻
呂
が
『
奠
陰
集
』
の

自
筆
稿
本
を
含
む
三
点
の
資
料
を
大
阪
府
立
図
書
館
に
送
付
す
る
ま
で
の
経
緯
を
見
て

き
た

こ
の
中
井
家
所
蔵
資
料
提
供
の
経
緯
に
つ
い
て

財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会

現

。

、

（

一
般
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
）
の
作
成
し
た
「
懐
徳
堂
記
念
会
記
録
」
に
お
い
て
、

以
下
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る

。

（
注

）
20

先
是
（
竹
田
注

三
月
二
十
二
日
に
開
催
さ
れ
た
大
阪
人
文
会
第
三
次
例
会
の

…

前
で
あ
る
こ
と
を
指
す
）
記
念
祭
執
行
ノ
議
決
セ
ラ
ル
ヽ
ヤ
西
村
天
囚
氏
ハ
中

井
家
ノ
裔
孫
在
東
京
中
井
木
菟
麿

氏
ニ
交
渉
セ
ラ
ル
ヽ
所
ア
リ
タ
リ
中
井
氏

号
天

生

大
ニ
此
挙
ア
ル
ヲ
喜
ビ
父
祖
ノ
遺
著
、
遺
物
ヲ
ア
ゲ
テ
之
ヲ
記
念
出
版
若
ク
ハ

展
覧
会
陳
列
ノ
料
ニ
供
セ
ン
コ
ト
ヲ
約
諾
セ
ラ
ル
於
是
府
立
図
書
館
長
今
井
貫

一

氏
ト
中
井
氏
ト
ノ
間
ニ
交
渉
ヲ
重
ネ
記
念
出
版
ノ
準
備
ヲ
兼
ネ
諸
先
哲
ノ

号
鉄

華

部
二
十
冊

一
部

遺
著
ヲ
謄
写
ス
ル
ノ
議
ヲ
定
メ
其
第
一
回
ト
シ
テ
奠
陰
集

後
聖
空
議

自
筆
稿
本
一

同
上

昔
の
旅

ヲ
郵
送
セ
ラ
レ
四
月
十
一
日
府
立
図
書
館
ニ
到
着
セ
リ
是
ヨ
リ
今

一

同
上
一

冊

部
一
冊

井
図
書
館
長
ハ
保
管
ノ
責
ニ
任
シ
筆
工
ニ
賃
シ
テ
副
本
調
成
ニ
着
手
セ
ラ
ル

「
懐
徳
堂
記
念
会
記
録
」
に
は
、
天
囚
と
木
菟
麻
呂
と
の
二
度
目
の
面
談
の
際
に
、

「

、

木
菟
麻
呂
が
懐
徳
堂
記
念
祭
の
挙
行
に
つ
い
て

大
ニ
此
挙
ア
ル
ヲ
喜
ビ
父
祖
ノ
遺
著

遺
物
ヲ
ア
ゲ
テ
之
ヲ
記
念
出
版
若
ク
ハ
展
覧
会
陳
列
ノ
料
ニ
供
セ
ン
コ
ト
ヲ
約
諾
」
し

た
と
さ
れ
て
い
る
。
先
に
見
た
『
秋
霧
記
』
の
記
述
に
は
、
木
菟
麻
呂
が
「
大
ニ
此
挙

ア
ル
ヲ
喜
」
ん
だ
様
子
は
窺
え
ず
、
ま
た
こ
の
時
に
は
ま
だ
記
念
出
版
や
展
覧
会
の
開

催
は
話
題
と
な
っ
て
い
な
い
。
両
資
料
の
記
述
に
は
、
そ
う
し
た
食
い
違
い
も
認
め
ら

れ
る
の
だ
が

『
奠
陰
集

・

後
聖
空
議

・

昔
の
旅
』
の
三
点
を
木
菟
麻
呂
が
四
月
上

、

』
『

』
『

旬
に
府
立
図
書
館
に
送
付
し
た
点
に
つ
い
て
、
両
資
料
の
記
述
は
完
全
に
一
致
し
て
い

る

「
懐
徳
堂
記
念
会
記
録
」
は
、
木
菟
麻
呂
と
天
囚
や
大
阪
人
文
会
と
の
交
渉
の
経
緯

。
を
、
後
日
若
干
の
脚
色
を
交
え
て
ま
と
め
た
た
め
に
、
木
菟
麻
呂
の
日
記
と
の
間
に
食

い
違
い
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お

「
懐
徳
堂
記
念
会
記
録
」
に
お
い
て
、
四
月
十
一
日
に
府
立
図
書
館
に
到
着
し

、

た
資
料
の
提
供
が
「
第
一
回
」
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
同
年
七
月
に
第
二
回
目
の
資
料

提
供
が
行
わ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
第
二
回
の
資
料
提
供
に
つ
い
て

「
懐
徳
堂
記
念
会
記

、

録
」
に
は
以
下
の
通
り
記
述
さ
れ
て
い
る
。

七
月

日
中
井
木
菟
麿
氏
事
ヲ
以
テ
下
阪
サ
レ
其
十
二
日
遺
著
提
挙
ノ
第
二

（

マ

マ

）

回
ト
シ
テ
洛
汭
奚
嚢

述
龍
篇

津
問

杞
憂
漫
言

越
爼
弄
筆

老

婆

心

自
筆
稿
本
以

一

一

一

一

下
同
様
一
冊

冊

冊

冊

冊

恤
刑
茅
議

有
間
星

華
胥
国
歌
合

華
胥
囈
語

華
胥
国
新
暦

易

一

一

二
冊
後
日
残
リ
一

一

一

一

冊

冊

冊
寄
托
セ
ラ
ル

冊

冊

冊

断

甲
史

越
史

越
吟

ヲ
府
立
図
書
館
ニ
寄
托
セ
ラ
ル

五

一

一

三

冊

冊

冊

冊

木
菟
麻
呂
は

七
月
に
第
二
回
の
資
料
提
供
と
し
て

洛
汭
奚
嚢

・

述
龍
篇

・

津

、

、『

』
『

』
『

問

・

杞
憂
漫
言

・

越
俎
弄
筆

・

老
婆
心

・

恤
刑
茅
議

・

有
間
星

・

華
胥

』
『

』
『

』
『

』
『

』
『

』
『

国
歌
合

・

華
胥
囈
語

・

華
胥
国
新
暦

・

易
断

・

甲
史

・

越
史

・

越
吟
』

』
『

』
『

』
『

』
『

』
『

』
『

の
十
五
点
を
府
立
図
書
館
に
送
付
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に

『
秋
霧
記
』
に
は
、
こ
の
第
二
回
の
資
料
提
供
に
関
す
る
記
述
が
な
い
。

、

こ
れ
は
、
木
菟
麻
呂
が
七
月
九
日
よ
り
八
月
二
十
九
日
ま
で
、
東
京
を
離
れ
て
大
阪
に



（ 62 ）

出
か
け
て
お
り
、
そ
の
間
の
こ
と
を
『
秋
霧
記
』
で
は
な
く
『
旅
中
日
録
』
に
記
し
た

た
め
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら

『
旅
中
日
録
』
は
現
在
所
在
不
明
で
あ
る
。

、

そ
れ
で
は
、
木
菟
麻
呂
が
府
立
図
書
館
に
送
付
し
た
合
計
十
八
点
の
資
料
に
つ
い
て

は
、
大
阪
に
到
着
後
、
謄
写
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
行
わ
れ
た
と
す
れ
ば
ど
の

よ
う
に
し
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

前
引
の
通
り

「
懐
徳
堂
記
念
会
記
録
」
に
は
、
木
菟
麻
呂
が
送
っ
た
第
一
回
提
供
分

、

の
資
料
三
点
が
四
月
十
一
日
に
大
阪
府
立
図
書
館
に
到
着
し
た
後
「
是
ヨ
リ
今
井
図
書

館
長
ハ
保
管
ノ
責
ニ
任
シ
筆
工
ニ
賃
シ
テ
副
本
調
成
ニ
着
手
セ
ラ
ル
」
と
、
今
井
館
長

。

、

、

が
直
ち
に
謄
写
に
着
手
し
た
か
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る

し
か
し

前
述
の
通
り

今
井
館
長
が
そ
の
「
保
管
ノ
責
ニ
任
シ
」
た
こ
と
は
確
か
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
経
費。

が
発
生
す
る
謄
写
を
図
書
館
が
急
遽
実
施
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る

詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
私
見
で
は
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
年
）

三
月
二
十
二
日
に
開
催
さ
れ
た
大
阪
人
文
会
第
三
次
例
会
に
お
い
て
、
懐
徳
堂
記
念
祭

を
挙
行
す
る
新
た
な
組
織
、
す
な
わ
ち
同
年
九
月
に
正
式
に
発
足
す
る
こ
と
に
な
る
懐

徳
堂
記
念
会
を
設
立
す
る
こ
と
が
実
質
的
に
決
定
さ
れ
、
そ
の
時
点
で
、
木
菟
麻
呂
が

大
阪
に
送
る
資
料
の
謄
写
は
、
そ
の
新
組
織
の
経
費
に
よ
っ
て
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち

「
懐
徳
堂
記
念
会
記
録
」
に
よ
れ
ば
、
大
阪
人
文
会
は
第
三
次
例
会
に
お

、

い
て
「
明
年
某
月
ヲ
以
テ
挙
行
ス
ベ
キ
懐
徳
堂
記
念
祭
ノ
準
備
ト
シ
テ

、
祭
典
を
儒
礼

」

、

、

、

で
行
う
こ
と

二
日
間
の
学
術
講
演
会
を
開
催
す
る
こ
と

展
覧
会
を
開
催
す
る
こ
と

記
念
出
版
を
行
う
こ
と
に
加
え
て

「
規
則
案
ヲ
草
シ
第
四
次
例
会
ニ
於
テ
協
議
ス
ル
コ

、

ト
」
が
議
決
さ
れ
た
。
続
く
五
月
二
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た
第
四
次
例
会
で
は
、
天
囚

が
世
界
一
周
で
不
在
で
あ
る
た
め
に
「
記
念
会
々
則
案
」
は
「
第
五
次
例
会
ニ
於
テ
確

定
ス
ル
コ
ト
ト
」
さ
れ
、
天
囚
の
帰
国
後
の
七
月
二
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た
第
五
次
例

会
に
お
い
て
「
前
会
ニ
続
キ
記
念
会
則
案
」
が
議
決
さ
れ
た
。
前
引
の
三
月
十
四
日
に

木
菟
麻
呂
が
受
け
取
っ
た
天
囚
か
ら
の
手
紙
に
お
い
て
、
天
囚
が
木
菟
麻
呂
に
十
八
種

の
資
料
の
借
用
し
て
謄
写
す
る
こ
と
を
依
頼
し
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
結

局
四
月
と
七
月
と
に
木
菟
麻
呂
か
ら
提
供
さ
れ
る
資
料
の
謄
写
は
、
懐
徳
堂
記
念
祭
を

挙
行
す
る
新
組
織
の
事
業
の
一
環
と
し
て
行
う
こ
と
が
第
三
次
例
会
で
承
認
さ
れ
た
と

理
解
す
る
の
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る

「
懐
徳
堂
記
念
会
記
録
」
に
お
い
て
、
木

（
注

）
。
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菟
麻
呂
と
今
井
館
長
と
の
間
で
、
木
菟
麻
呂
の
提
供
し
た
資
料
を
「
記
念
出
版
ノ
準
備

ヲ
兼
ネ
諸
先
哲
ノ
遺
著
ヲ
謄
写
ス
ル
ノ
議
ヲ
定
メ
」
た
、
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
お
そ

ら
く
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も

「
記
念
出
版
ノ
準
備
ヲ
兼
ネ
」
て
謄
写
が
行
わ
れ
た
と
は
ど
う
い
う
こ
と

、

な
の
か
、
よ
く
分
か
ら
な
い
。
木
菟
麻
呂
の
提
供
し
た
十
八
点
の
内
、
懐
徳
堂
記
念
会

に
よ
っ
て
記
念
出
版
さ
れ
た
の
は
結
局
『
奠
陰
集
』
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、

記
念
出
版
す
る
資
料
の
み
謄
写
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
木
菟
麻
呂
の
提
供
し
た
他
の
資

料
や
、
或
い
は
木
菟
麻
呂
以
外
か
ら
提
供
さ
れ
た
資
料
に
つ
い
て
も
同
時
に
謄
写
が
行

わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
謄
写
が
開
始
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て

「
懐
徳
堂
記
念
会
記
録
」
に
は
、
木
菟
麻

、

呂
に
よ
る
第
一
回
の
資
料
提
供
の
三
点
の
資
料
が
四
月
十
一
日
に
府
立
図
書
館
に
到
着

し
た
後

「
是
ヨ
リ
今
井
図
書
館
長
ハ
保
管
ノ
責
ニ
任
シ
筆
工
ニ
賃
シ
テ
副
本
調
成
ニ
着

、

手
セ
ラ
ル
」
と
あ
る
。
こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
謄
写
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
経

費
を
負
担
す
る
新
組
織
が
成
立
す
る
前
か
ら
謄
写
が
始
め
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
も

っ
と
も
、
懐
徳
堂
記
念
会
が
設
立
さ
れ
る
の
は
同
年
九
月
で
あ
る
か
ら
、
仮
に
四
月
に

謄
写
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
に
も
経
費
は
生
じ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

憶
測
を
逞
し
く
す
る
な
ら
ば
、
懐
徳
堂
記
念
会
設
立
ま
で
の
謄
写
の
経
費
は
、
天
囚
が

立
て
替
え
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る

「
懐
徳
堂
記
念
会
記
録
」
に
よ
れ
ば
、
懐
徳

。、「

（

）

堂
記
念
会
が
設
立
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
は

本
会

竹
田
注

懐
徳
堂
記
念
会
を
指
す

…

創
立
費
ト
シ
テ
金
貳
百
円
ヲ
西
村
時
彦
ヨ
リ
借
入
レ

、
そ
こ
か
ら
「
諸
種
ノ
支
払
」
が

」
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な
さ
れ
た
と
あ
り
、
明
治
四
十
三
年
十
月
十
八
日
の
時
点
で
の
残
金
は
「
百
八
十
円
八

十
七
銭
」
で
あ
っ
た
。
支
出
さ
れ
た
十
九
円
余
り
の
内
訳
は
不
明
だ
が
、
そ
の
中
に
、

記
念
会
の
設
立
を
待
た
ず
に
始
め
ら
れ
て
い
た
謄
写
の
経
費
が
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上

『
秋
霧
記
』
及
び
「
懐
徳
堂
記
念
会
記
録
」
な
ど
の
記
述
に
よ
り
、
明
治
四
十

、
（

）

、

三
年

一
九
一
〇
年

二
月
に
行
わ
れ
た
木
菟
麻
呂
と
天
囚
と
の
面
談
を
契
機
と
し
て

木
菟
麻
呂
が
同
年
四
月
と
七
月
の
二
回
に
分
け
て
、
合
計
十
八
点
の
資
料
を
大
阪
府
立

図
書
館
に
送
付
し
た
こ
と
、
十
八
点
の
資
料
の
謄
写
は
、
後
に
設
立
さ
れ
る
懐
徳
堂
記

念
会
の
事
業
で
あ
る
記
念
出
版
の
準
備
と
位
置
付
け
ら
れ
て
、
懐
徳
堂
記
念
会
が
成
立

し
た
後
、
或
い
は
そ
の
成
立
前
か
ら
開
始
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

、

『

』

、

次
章
で
は

木
菟
麻
呂
の
提
供
し
た
十
八
点
の
資
料
の
内
の

奠
陰
集

に
つ
い
て

謄
写
さ
れ
て
写
本
が
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
写
本
は
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の

か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
述
べ
る
。

四

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
に
現
存
す
る
『
奠
陰
集
』
の
写
本

結
論
か
ら
言
え
ば
、
木
菟
麻
呂
が
大
阪
府
立
図
書
館
に
送
付
し
た
『
奠
陰
集
』
の
竹

山
自
筆
稿
本
は
、
確
か
に
大
阪
に
お
い
て
謄
写
さ
れ
、
そ
の
写
本
は
現
在
大
阪
府
立
中

。『

』

（

。

）

之
島
図
書
館
に
現
存
す
る

奠
陰
集

の
写
本

二
十
冊

ラ
ベ
ル
２
３
３
／
１
４
４

が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
写
本
の
表
紙
・
見
返
し
の
裏
に
「
明
治
四
十
五
年
三
月
三
十
日
」
に
受
け
入
れ

た
こ
と
を
示
す
大
阪
府
立
図
書
館
の
受
入
印
が
あ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
写
本

の
文
集
の
末
尾
で
あ
る
第
十
二
冊
と
、
詩
集
の
末
尾
で
あ
る
第
二
十
冊
と
の
、
そ
れ
ぞ

れ
裏
表
紙
の
内
側
に
は
、
以
下
の
識
語
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

右
令
高
橋
金
華
以
自
筆
稿
本
謄
写
之
天
囚
西
村
氏
為
取
校
合
之
労
坿
記
以
表
謝

意
（
第
十
二
冊
）

（
右

高
橋
金
華
を
し
て
自
筆
稿
本
を
以
て
之
を
謄
写
せ
し
め
、
天
囚
西

村
氏
を
し
て
校
合
の
労
を
取
る
を
為
さ
し
む
。
坿
記
し
て
以
て
謝
意
を
表

す

）。

右
令
高
橋
金
華
以
自
筆
稿
本
謄
写
之
秋
渚
磯
野
氏
為
取
校
合
之
労
坿
記
以
表
謝

意
（
第
二
十
冊
）

（
右

高
橋
金
華
を
し
て
自
筆
稿
本
を
以
て
之
を
謄
写
せ
し
め
、
秋
渚
磯

野
氏
を
し
て
校
合
の
労
を
取
る
を
為
さ
し
む
。
坿
記
し
て
以
て
謝
意
を
表

す

）。

こ
の
二
つ
の
識
語
か
ら
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
に
現
存
す
る
『
奠
陰
集
』
の
写

本
は
、
文
集
・
詩
集
と
も
高
橋
金
華
が
自
筆
稿
本
を
謄
写
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と

そ
し
て
文
集
の
部
分

第
一
～
第
十
二
冊

は
西
村
天
囚
が

詩
集
の
部
分

第

、

（

）

、

（

十
三
～
第
二
十
冊
）
は
磯
野
秋
渚
が
そ
れ
ぞ
れ
校
合
を
行
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

こ
の
写
本
の
本
文
に
は
、
一
部
を
除
い
て
、
墨
筆
或
い
は
朱
筆
に
よ
っ
て
句
点
や
本

文
の
修
正
等
を
指
示
す
る
書
き
込
み
が
認
め
ら
れ
、
墨
筆
の
書
き
込
み
は
お
そ
ら
く
謄

写
を
行
っ
た
高
橋
が
、
ま
た
朱
筆
の
書
き
込
み
は
校
合
を
行
っ
た
天
囚
と
秋
渚
と
が
加

え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

。
興
味
深
い
こ
と
に
、
朱
筆
で
書
き
加
え
ら
れ
て
い

（
注

）
22

る
句
点
の
形
状
が
、
文
集
と
詩
集
と
で
異
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
文
集
に
お
け
る

句
点
は
、
今
日
一
般
的
な
読
点
と
同
様
の
「
ヽ
」
で
あ
る
が
、
詩
集
に
お
け
る
句
点
は

圏
点
「
○
」
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
文
集
と
詩
集
と
を
校
合
し
た
人
物
が
異
な
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
奠
陰
集
』
の
自
筆
稿
本
を
謄
写
す
る
こ
と
を
高
橋
に
指
示
し
た
の
は
誰
か
、
ま
た

そ
の
時
期
は
い
つ
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
二
つ
の
識
語
か
ら
は
分
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か
ら
な
い
。
し
か
し
、
大
阪
人
文
会
・
懐
徳
堂
記
念
会
に
お
い
て
中
心
的
な
人
物
で
あ

っ
た
天
囚
と
秋
渚
と
が
そ
の
校
合
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は

こ
の

奠
陰
集

の
謄
写
・

、

『

』

、

。

校
合
に
大
阪
人
文
会

も
し
く
は
懐
徳
堂
記
念
会
が
深
く
関
与
し
て
い
る
こ
と
を
示
す

校
合
が
行
わ
れ
た
に
関
し
て
は

『
奠
陰
集
』
の
写
本
の
第
十
三
冊
か
ら
第
十
六
冊
ま

、

で
の
四
冊
の
末
尾
の
葉
に
、
朱
筆
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
以
下
の
識
語
か
ら
概
ね
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

庚
戌
十
月
二
十
六
日
秋
卿
校
了
（
第
十
三
冊
）

庚
戌
十
一
月
初
七
読
了

惟
秋
（
第
十
四
冊
）

庚
戌
十
一
月
十
四
日
読
了
（
第
十
五
冊
）

辛
亥
二
月
念
八
日
読

惟
秋
（
第
十
六
冊
）

「
秋
卿
」
は
秋
渚
の
字

「
惟
秋
」
は
そ
の
名
で
あ
る
。
ま
た
「
庚
戌
」
は
明
治
四
十

、

三
年
（
一
九
一
〇
年
）
の

「
辛
亥
」
は
翌
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
年
）
の
干
支
で

、

あ
る
。
こ
れ
ら
の
識
語
か
ら
、
秋
渚
は
お
そ
ら
く
詩
集
の
冒
頭
に
あ
た
る
第
十
三
冊
か

ら
校
合
を
開
始
し
、
一
冊
ず
つ
校
合
を
進
め
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
秋
渚

は
第
十
三
冊
の
校
合
を
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
年
）
十
月
二
十
六
日
に
終
了
す
る

と
、
続
い
て
第
十
四
冊
の
校
合
に
着
手
し
て
同
年
十
一
月
七
日
に
終
了
、
続
い
て
第
十

五
冊
の
校
合
に
着
手
し
て
同
年
十
一
月
十
四
日
に
終
了
、
更
に
第
十
六
冊
の
校
合
に
着

手
し
て
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
年
）
二
月
二
十
八
日
に
終
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
う
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
秋
渚
に
よ
る
詩
集
の
部
分
の
校
合
は
、
懐
徳
堂
記
念
会

が
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
年
）
九
月
に
設
立
さ
れ
た
直
後
に
行
わ
れ
た
こ
と
と
な

り
、
ま
た
高
橋
に
よ
る
詩
集
の
部
分
の
謄
写
は
、
そ
の
一
部
が
秋
渚
の
校
合
と
並
行
し

て
行
わ
れ
た
と
の
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
も
の
の
、
十
月
中
旬
ま
で
に
終
了
し
て
い

た
可
能
性
が
高
い
と
推
測
さ
れ
る
。

興
味
深
い
点
は
、
秋
渚
が
各
冊
の
校
合
に
か
け
た
時
間
に
は
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
点
で
あ
る
。
前
述
の
通
り
、
秋
渚
が
詩
集
の
冒
頭
の
第
十
三
冊
か
ら
順
次
校

、

、

、

合
を
進
め
た
と
す
る
な
ら
ば

第
十
四
冊
は
十
二
日
前
後

第
十
五
冊
は
七
日
前
後
と

一
冊
の
校
合
に
要
し
た
の
は
概
ね
十
日
前
後
で
あ
っ
た
が
、
第
十
六
冊
に
は
三
ヶ
月
余

り
を
も
要
し
て
い
る
。
加
え
て
、
秋
渚
に
よ
っ
て
本
文
に
朱
筆
で
句
点
が
加
え
ら
れ
て

い
る
の
は
、
第
十
三
冊
の
冒
頭
か
ら
第
十
七
冊
第
十
四
葉
裏
ま
で
で
あ
り
、
第
十
七
冊

第
十
五
葉
表
か
ら
詩
集
の
末
尾
で
あ
る
第
二
十
冊
ま
で
に
は
、
朱
筆
の
句
点
が
ま
っ
た

く
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
第
十
七
冊
か
ら
第
二
十
冊
の
末
尾
に
は
、
校
合
を
行

っ
た
こ
と
に
関
す
る
秋
渚
の
識
語
も
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
う
し
た
現
象
は
、
秋
渚
に
よ

る
詩
集
の
校
合
は
、
第
十
七
冊
の
途
中
で
中
断
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

一
方
の
天
囚
が
校
合
を
行
っ
た
第
一
冊
か
ら
第
十
二
冊
ま
で
の
文
集
の
部
分
に
は
、

本
文
の
全
て
に
朱
筆
の
句
点
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
校
合
は
す
べ
て
行
わ
れ
た
と
見
ら

れ
る
。
も
っ
と
も
、
天
囚
が
校
合
を
担
当
し
た
文
集
の
各
冊
に
は
、
校
合
を
行
っ
た
時

期
を
示
す
識
語
等
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
秋
渚
の
行
っ
た
詩
集
の
校
合
と
の
先

後
関
係
に
つ
い
て
も
分
か
ら
な
い
。
秋
渚
に
よ
る
詩
集
の
校
合
が
行
わ
れ
た
時
期
を
手

が
か
り
と
す
る
な
ら
ば
、
天
囚
の
校
合
も
秋
渚
の
校
合
と
概
ね
同
様
に
、
明
治
四
十
三

年
（
一
九
一
〇
年
）
十
月
中
に
開
始
さ
れ
、
翌
明
治
四
十
四
年
二
月
頃
ま
で
に
は
終
わ

っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
推
測
さ
れ
る
。

な
お
、
懐
徳
堂
記
念
会
が
記
念
出
版
し
た
『
奠
陰
集
』
は
、
そ
の
校
合
を
文
集
は
木

崎
愛
吉
、
詩
集
は
秋
渚
が
担
当
し
て
い
る

。
前
述
の
通
り
、
記
念
出
版
さ
れ
た

（
注

）
23

『
奠
陰
集
』
は
、
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
寒
泉
編
次
本
を
底
本
と
し
て
、
竹
山
の
自
筆
稿
本

を
以
て
対
校
し
た
も
の
で
あ
る
。
木
崎
と
秋
渚
と
が
行
っ
た
の
は
、
寒
泉
編
次
本
と
手

稿
本
と
の
校
合
で
あ
っ
た
。

明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
年
）
九
月
に
懐
徳
堂
記
念
会
が
発
足
し
た
後
、
天
囚
は
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同
会
の
委
員
長
と
し
て
そ
の
事
業
全
般
の
実
務
を
統
括
す
る
重
責
を
担
う
こ
と
と
な
っ

た
。
記
念
出
版
の
『
奠
陰
集
』
文
集
の
校
合
の
担
当
者
が
、
天
囚
か
ら
木
崎
に
交
替
し

た
の
は
、
天
囚
が
懐
徳
堂
記
念
会
の
活
動
の
た
め
に
多
忙
と
な
っ
た
こ
と
が
主
な
理
由

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
天
囚
に
よ
る
自
筆
稿
本
の
文
集
の
校
合

は
、
秋
渚
に
よ
る
自
筆
稿
本
の
詩
集
の
校
合
よ
り
も
早
く
終
え
て
い
た
と
理
解
す
る
の

が
妥
当
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
年
）
四
月
に
木
菟
麻
呂
が
大
阪
府
立
図
書
館
に

送
付
し
た
『
奠
陰
集
』
の
竹
山
自
筆
稿
本
は
、
お
そ
ら
く
同
年
十
月
ま
で
に
髙
橋
金
華

に
よ
り
謄
写
さ
れ
、
そ
し
て
天
囚
に
よ
り
校
合
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
う
し
て
作
成
さ

れ
た
写
本
が
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
に
現
存
す
る
こ
と
を
述
べ
た
。

先
述
の
通
り
、
天
囚
が
行
っ
た
『
懐
徳
堂
資
料
』
へ
の
『
奠
陰
集
』
か
ら
の
抄
出
に

つ
い
て
は

『
奠
陰
集
』
自
筆
稿
本
、
も
し
く
は
そ
の
写
本
か
ら
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ

、

た
が

『
奠
陰
集
』
自
筆
稿
本
を
高
橋
が
謄
写
し
た
際
に
、
文
集
の
部
分
の
校
合
を
天
囚

、

が
担
当
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
抄
出
が
木
菟
麻
呂
の
送
っ
た
『
奠
陰
集
』
の
自
筆
稿
本

か
ら
行
わ
れ
た
こ
と
は
確
実
と
考
え
ら
れ
る
。
高
橋
が
謄
写
し
た
写
本
に
つ
い
て
の
校

合
と

『
懐
徳
堂
資
料
』
へ
の
抄
出
と
の
先
後
関
係
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
い
ず
れ

、

に
し
て
も
、
校
合
も
抄
出
も
、
天
囚
が
世
界
一
周
か
ら
帰
国
し
た
明
治
四
十
三
年
（
一

九
一
〇
年
）
七
月
以
降
に
行
わ
れ
た
こ
と
、
ま
た
前
述
の
通
り
『
懐
徳
堂
資
料
』
は
明

治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
年
）
五
月
に
連
載
が
始
ま
る
『
懐
徳
堂
考
』
下
巻
執
筆
の
材

料
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め

『
懐
徳
堂
資
料
』
へ
の
抄
出
が
『
懐
徳
堂

、

考
』
下
巻
の
連
載
開
始
よ
り
前
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
天
囚
が
行
っ
た
校
合
と

抄
出
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
別
に
行
わ
れ
た
の
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
間
を
空
け
て
行

わ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
ほ
ぼ
並
行
し
て
行
わ
れ
た
可
能
性
が
十
分
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
る

。

（
注

）
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、『

』

『

』

以
上
の
こ
と
か
ら

奠
陰
集

の
自
筆
稿
本
か
ら
の
抄
出
で
始
ま
る

懐
徳
堂
資
料

の
執
筆
は
、
最
も
早
け
れ
ば
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
年
）
七
月
に
天
囚
が
帰
国
し

た
直
後
、
遅
く
と
も
同
年
十
月
頃
に
高
橋
が
『
奠
陰
集
』
自
筆
稿
本
の
謄
写
を
終
え
、

続
い
て
天
囚
が
そ
の
校
合
を
行
っ
た
後
あ
た
り
に
は
始
ま
り

『
懐
徳
堂
考
』
下
巻
の
連

、

載
開
始
前
、
概
ね
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
年
）
の
五
月
あ
た
り
に
そ
の
執
筆
が
終

わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

五

木
菟
麻
呂
の
提
供
し
た
他
の
資
料
の
写
本

前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
木
菟
麻
呂
が
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
年
）
四
月
に
大

阪
府
立
図
書
館
に
送
付
し
た
自
筆
稿
本
を
謄
写
し
て
作
成
さ
れ
た
写
本
が
大
阪
府
立
中

之
島
図
書
館
に
現
存
す
る
こ
と
か
ら
、
木
菟
麻
呂
が
提
供
し
た
他
の
資
料
を
謄
写
し
た

写
本
に
つ
い
て
も
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と

考
え
た
筆
者
は
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
の
所
蔵
資
料
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
木
菟
麻
呂
の
送
付
し
た
十
八
点
の
う
ち

『
有
間
星
』
を
除
く
十
七
点
の
写

、

本
が
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た

。
そ
の

（
注

）
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十
七
点
に
つ
い
て
、
表
紙
裏
或
い
は
見
返
し
裏
の
左
下
に
あ
る
大
阪
府
立
図
書
館
の
受

入
印
に
あ
る
五
桁
の
受
入
番
号
の
順
に
、
書
名
・
冊
数
・
受
入
番
号
・
ラ
ベ
ル
の
数
字

を
示
す
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
『
奠
陰
集
』
二
十
冊

３
４
１
７
６

２
３
３
／
１
４
４

②
『
易
断
』
五
冊

３
４
１
７
７

１
８
３
／
３
６

③
『
老
婆
心
』
一
冊

３
４
１
７
８

６
９
８
／
８

④
『
華
胥
国
歌
合
』
一
冊

３
４
１
７
９

２
２
４
．
７
／
１
８

⑤
『
履
軒
越
吟
』
一
冊

３
４
１
８
０

２
２
４
．
５
／
９
４

⑥
『
華
胥
囈
語
』
一
冊

３
４
１
８
１

５
１
０
／
１
０
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⑦
『
洛
汭
奚
嚢
』
一
冊

３
４
１
８
２

２
３
７
．
４
／
１
０
２

⑧
『
後
聖
空
議
』
一
冊

３
４
１
８
３

４
１
８
／
５
０

⑨
『
述
龍
篇
』
一
冊

３
４
１
８
４

５
８
７
／
５
８

⑩
『
華
胥
国
暦
』
一
冊

３
４
１
８
５

６
４
１
／
８

⑪
『
昔
の
旅
』
一
冊

３
４
１
８
７

２
３
３
．
６
／
４
８

⑫
『
甲
史
』
一
冊

３
４
１
８
８

３
５
１
／
２
５
４

⑬
『
越
史
』
一
冊

３
４
１
８
９

３
５
１
／
２
５
２

⑭
『
恤
兵
茅
議
』
一
冊

３
４
１
９
０

４
９
６
／
４
２

⑮
『
越
俎
弄
筆
』
一
冊

３
４
１
９
１

６
９
１
／
２

⑯
『
津
問
』
一
冊

３
４
１
９
２

３
７
８
／
３
２

⑰
『
杞
憂
漫
言
』
一
冊

３
４
１
９
３

４
１
８
／
５
２

、

『

』

こ
の
十
七
点
の
写
本
は

前
章
で
検
討
し
た
天
囚
と
磯
野
と
が
校
合
し
た

奠
陰
集

（
ラ
ベ
ル
２
３
３
／
１
４
４
）
を
含
め
て
、
す
べ
て
同
一
の
表
紙
・
裏
表
紙
を
用
い
た

四
針
眼
訂
法
で
綴
じ
ら
れ
て
お
り
、
同
一
の
題
簽
用
紙
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
外
寸
も

概
ね
縦
が
二
十
六
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
が
十
九
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
同
じ

で
、
更
に

『
昔
の
旅

・

述
龍
篇
』
を
除
く
十
五
点
の
本
文
部
分
は
、
す
べ
て
同
一
の

、

』
『

罫
紙
（
毎
半
葉
十
行
、
左
右
双
辺
）
が
使
用
さ
れ
て
い
る

。
ま
た
、
十
七
点
に

（
注

）
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、

「

」

記
さ
れ
た
大
阪
府
立
図
書
館
の
受
入
印
に
は

す
べ
て

明
治
四
十
五
年
三
月
三
十
日

と
記
さ
れ
て
お
り
、
十
七
点
の
受
入
番
号
は

「
３
４
１
７
６
」
か
ら
「
３
４
１
９
３
」

、

ま
で

「
３
４
１
８
６
」
を
除
い
て
連
続
し
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
、
謄
写
の
経
緯
等
に

、

関
す
る
情
報
は
不
明
で
あ
る
。

大
正
二
年
（
一
九
一
三
年
）
十
月
五
日
に
懐
徳
堂
記
念
会
の
残
務
委
員
が
ま
と
め
た

『
懐
徳
堂
記
念
会
会
務
報
告
』
に
よ
れ
ば
、
懐
徳
堂
記
念
会
の
余
剰
金
処
分
協
議
会
は

明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
年
）
三
月
十
七
日
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
右
に
示
し
た
十

七
点
の
写
本
が
府
立
図
書
館
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
時
期
は
、
懐
徳
堂
記
念
会
の
す
べ
て

の
事
業
が
終
了
し
、
そ
の
残
務
整
理
と
財
団
法
人
化
に
向
け
た
準
備
と
が
並
行
し
て
進

め
ら
れ
て
い
た
時
期
に
あ
た
る
。
こ
の
た
め
、
十
七
点
の
写
本
は
、
懐
徳
堂
記
念
会
の

残
務
処
理
の
一
環
と
し
て
懐
徳
堂
記
念
会
か
ら
大
阪
府
立
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る

。
前
述
の
通
り
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
年
）
四
月
と
七
月
に

（
注

）
27

木
菟
麻
呂
か
ら
送
付
さ
れ
た
『
奠
陰
集
』
を
含
む
資
料
群
の
謄
写
に
つ
い
て
は
、
大
阪

人
文
会
が
、
未
だ
設
立
さ
れ
て
い
な
い
懐
徳
堂
記
念
会
の
事
業
と
し
て
行
う
こ
と
を
決

め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
懐
徳
堂
記
念
会
が
、
謄
写
に
よ
っ
て
作
成
し
た
写

本
を
解
散
す
る
際
に
大
阪
府
立
図
書
館
に
寄
贈
し
た
の
は
、
甚
だ
自
然
な
こ
と
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

周
知
の
通
り
、
天
囚
が
『
懐
徳
堂
考
』
下
巻
を
執
筆
す
る
際
に
あ
た
っ
て
は
、
天
囚

か
ら
依
頼
を
受
け
た
中
井
木
菟
麻
呂
が
『
懐
徳
堂
水
哉
館
先
哲
遺
事
』
を
執
筆
し
、
天

囚
に
そ
の
材
料
を
提
供
し
た

。
も
っ
と
も

『
秋
霧
記
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
木

（
注

）

、

28

菟
麻
呂
が
『
懐
徳
堂
水
哉
館
先
哲
遺
事
』
の
第
一
巻
を
天
囚
に
送
っ
た
の
は
明
治
四
十

三
年
（
一
九
一
〇
年
）
十
二
月
二
十
六
日
で
あ
り
、
そ
の
全
七
巻
の
執
筆
を
終
え
た
の

は
翌
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
年
）
六
月
末
で
あ
っ
た

『
秋
霧
記
』
に
は
、
天
囚
が

。

木
菟
麻
呂
に
対
し
て

『
懐
徳
堂
水
哉
館
先
哲
遺
事
』
を
早
く
大
阪
へ
送
る
よ
う
に
と
の

、

催
促
を
繰
り
返
し
て
い
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

興
味
深
い
こ
と
に
、
天
囚
が
大
阪
朝
日
新
聞
に
『
懐
徳
堂
考
』
下
巻
の
連
載
を
始
め

た
の
は

『
懐
徳
堂
水
哉
館
先
哲
遺
事
』
が
完
成
す
る
約
一
ヶ
月
前
の
、
五
月
二
十
四
日

、
。

『

』

『

』

で
あ
っ
た

天
囚
は

懐
徳
堂
水
哉
館
先
哲
遺
事

の
完
成
を
待
た
ず
に

懐
徳
堂
考

下
巻
の
連
載
を
始
め
た
の
で
あ
る
。
同
年
十
月
五
日
に
挙
行
さ
れ
る
懐
徳
堂
記
念
祭
が
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迫
る
中

『
懐
徳
堂
考
』
下
巻
の
連
載
に
よ
っ
て
懐
徳
堂
に
関
す
る
情
報
を
発
信
し
、
懐

、

徳
堂
に
対
す
る
社
会
的
関
心
を
高
め
て
、
懐
徳
堂
記
念
会
の
事
業
を
成
功
に
導
き
た
い

と
考
え
る
天
囚
に
は

『
懐
徳
堂
水
哉
館
先
哲
遺
事
』
の
完
結
を
待
っ
て
連
載
開
始
を
遅

、

ら
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

も
と
よ
り
、
天
囚
が
『
懐
徳
堂
考
』
下
巻
を
執
筆
す
る
際
に

『
懐
徳
堂
水
哉
館
先
哲

、

遺
事
』
を
重
要
な
情
報
源
と
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
天
囚
に
は
他
に
も

情
報
源
が
あ
っ
た
。
少
な
く
と
も
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
年
）
七
月
に
天
囚
が
世

界
一
周
か
ら
帰
国
し
た
時
点
に
お
い
て
、
か
つ
て
木
菟
麻
呂
が
幸
田
成
友
に
提
供
し
た

資
料
を
含
む
、
天
囚
が
「
懐
徳
堂
研
究
其
一

（

懐
徳
堂
考
』
上
巻
）
の
連
載
を
執
筆

」
『

し
た
際
の
資
料
や

同
年
四
月
・
七
月
に
木
菟
麻
呂
が
大
阪
府
立
図
書
館
に
送
っ
た

奠

、

『

陰
集
』
な
ど
の
資
料
が
あ
っ
た
。

西
村
家
か
ら
鉄
砲
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
た
『
懐
徳
堂
資
料
』
の
発
見
に
よ
り
、
そ
れ

ら
に
加
え
て
、
天
囚
自
ら
が
蒐
集
し
た
猪
飼
敬
所
・
頼
山
陽
・
山
田
三
川
な
ど
の
執
筆

『

』

。

し
た
資
料
も

懐
徳
堂
考

下
巻
の
執
筆
に
活
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
と
な
っ
た

こ
の
こ
と
は

『
懐
徳
堂
考
』
下
巻
の
成
立
過
程
を
考
え
る
上
で
非
常
に
意
義
深
い
。
木

、

菟
麻
呂
の
提
供
し
た
資
料
と
、
天
囚
自
身
の
蒐
集
し
た
資
料
と
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て

『
懐
徳
堂
考
』
下
巻
に
結
実
し
た
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
の
解
明
は
、
今
後
の
課
題
と

し
た
い
。

注

（
１
）

西
村
家
所
蔵
資
料
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
湯
浅
邦
弘
・
竹
田
健
二
・
佐
伯
薫
「
西
村
天
囚

」（
『

』

、

）
、

関
係
資
料
調
査
報
告

種
子
島
西
村
家
訪
問
記

懐
徳

第
八
十
六
号

二
〇
一
八
年

―

―

湯
浅
邦
弘

平
成
三
十
年
度

二
〇
一
八

種
子
島
西
村
天
囚
関
係
資
料
調
査
に
つ
い
て

懐

「

（

）

」（
『

徳
』
第
八
十
七
号
、
二
〇
一
九
年

、
池
田
光
子
「
種
子
島
西
村
家
所
蔵
西
村
天
囚
関
係
資
料

）

の
整
理
状
況
と
特
徴
と
に
つ
い
て

（
同

、
竹
田
健
二
「
研
究
ノ
ー
ト
：
西
村
天
囚
の
懐
徳

」

）

堂
研
究
と
そ
の
草
稿

種
子
島
西
村
家
所
蔵
西
村
天
囚
関
係
資
料
調
査
よ
り

（

懐
徳
堂

―

―
」
『

研
究
』
第
十
号
、
二
〇
一
九
年

、
竹
田
健
二
・
湯
浅
邦
弘
・
池
田
光
子
「
西
村
家
所
蔵
西
村

）

天
囚
関
係
資
料
暫
定
目
録
（
遺
著
・
書
画
類
等

（

懐
徳
堂
研
究
』
第
十
二
号
、
二
〇
二
一

）
」
『

年
）
参
照
。

（
２
）

例
え
ば
、
西
村
家
所
蔵
資
料
の
一
つ
『
懐
徳
堂
考
之
一
』
は
、
全
体
と
し
て
天
囚
の
『
懐

徳
堂
考
』
上
巻
の
草
稿
に
あ
た
る
天
囚
自
筆
の
抄
本
で
あ
る
が
、
そ
の
筆
跡
と
本
資
料
の
筆

跡
と
は
同
一
で
あ
る

『
懐
徳
堂
考
之
一
』
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
西
村
天
囚
の
懐
徳
堂
研
究

。

と
『
拙
古
先
生
筆
記

（

懐
徳
堂
研
究
』
第
十
三
号
、
二
〇
二
二
年

「
翻
刻

西
村
天
囚

』
」
『

）
、

著
『
懐
徳
堂
考
之
一

（
そ
の
一

（

島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
第
五
十
五
巻
（
人
文
・
社

』

）
」
『

会
科
学

、
二
〇
二
二
年
）
参
照
。

）
』

（
３
）

「
猪
飼
敬
所
与
谷
三
山
書
」
の
部
分
に
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
活
躍
し
た
京
都
の
猪
飼
敬

所
が
、
大
和
国
八
木
の
学
者
で
あ
る
谷
三
山
に
送
っ
た
手
紙
か
ら
抄
出
し
た
三
箇
条
が
記
さ

れ
て
い
る
。
天
囚
は
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
年
）
十
月
か
ら
十
一
月
に
大
阪
朝
日
新
聞

に
「
聾
且
つ
盲

谷
三
山
」
を
連
載
し
た
（
後
に
『
学
界
の
偉
人

〔
杉
本
梁
江
堂
、
一
九
一

』

一
年
〕
に
「
谷
三
山
」
の
章
と
し
て
収
録

。
天
囚
は
こ
の
連
載
執
筆
に
あ
た
っ
て
「
今
西
伊

）

之
吉
君
が
編
纂
せ
し
三
山
資
料
」
を
参
考
に
し
、
ま
た
「
八
木
に
游
ん
で
三
山
の
家
に
蔵
せ

る
遺
稿
と
交
游
手
翰
と
を
読
み
、
之
に
参
す
る
に
口
碑
を
以
し
て
、
其
の
事
実
の
正
確
を
期

し
た

と
述
べ
て
お
り

現
在
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
・
今
西
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る

敬

」

、

『

所
手
柬

（
敬
所
が
三
山
に
送
っ
た
手
紙
を
、
今
西
伊
之
吉
が
原
稿
用
紙
に
翻
刻
し
た
も
の
）

』

に
は
、
天
囚
が
抄
出
し
た
三
箇
所
す
べ
て
を
含
む
手
紙
が
含
ま
れ
て
い
る
。
天
囚
は
『
懐
徳

堂
資
料
』
へ
の
抄
出
を

「
谷
三
山
」
の
連
載
執
筆
時
に
実
見
し
た
敬
所
の
手
紙
を
謄
写
し
た

、

も
の
か
、
或
い
は
『
敬
所
手
柬
』
を
謄
写
し
た
も
の
か
ら
行
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

（
４
）

「
山
田
三
川
手
記
」
は
、
松
前
藩
・
安
中
藩
に
仕
え
た
伊
勢
出
身
の
儒
者
・
山
田
三
川
が
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記
し
た
も
の
で
、
天
囚
は
三
川
の
外
孫
に
あ
た
る
弓
削
田
精
一
か
ら
、
そ
の
所
有
す
る
三
川

の
著
述
類
の
提
供
を
受
け
て
抄
出
を
行
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
但
し
、
弓
削
田
か
ら
の
資
料

提
供
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
弓
削
田
の
妻
・
あ
つ
子
は
、
天
囚
の
三
人

の
養
女
の
一
人
で
、
種
子
島
の
平
山
家
か
ら
入
籍
し
て
お
り
、
天
囚
と
弓
削
田
と
は
非
常
に

緊
密
な
関
係
で
あ
っ
た
。
湯
浅
邦
弘
『
世
界
は
縮
ま
れ
り

西
村
天
囚
『
欧
米
遊
覧
記
』
を

読
む

（K
A
D
O
K
A
W
A

、
二
〇
二
二
年
）
参
照

『
朝
日
新
聞
社
史

明
治
編

（
朝
日
新
聞
百
年

』

。

』

史
編
集
委
員
会
、
一
九
九
五
年
）
に
は

「
弓
削
田
は
天
囚
の
妹
む
こ
」
と
あ
り
、
ま
た
富
村

、

登
「
山
田
三
川
伝

（

常
総
の
名
人
奇
人

〔
常
総
文
化
史
研
究
会
、
一
九
六
〇
年
〕
所
収
）

」
『

』

、

「

」

、

。

の
系
図
に
は

弓
削
田
の
妻
の
名
は

あ
い

と
あ
る
が

い
ず
れ
も
誤
り
と
考
え
ら
れ
る

（
５
）

以
下
、
資
料
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
漢
字
を
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

（
６
）

『
秋
霧
記
』
は
、
大
阪
大
学
附
属
総
合
図
書
館
懐
徳
堂
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
第
一
次

新
田
文
庫
資
料
の
一
つ
で
あ
る
。

（
７
）

『
奠
陰
集
』
に
は

「
江
戸
」
で
は
な
く
「
江
都
」
と
あ
る
。

、

（
８
）

『
懐
徳
堂
考
』
下
巻
に
は
「
倩
儒
」
と
あ
る
が
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
年
）
に
財
団

『

』

「

」

、「

」

法
人
懐
徳
堂
記
念
会
が
再
刊
し
た

懐
徳
堂
考

に
は

清
儒

と
あ
る
こ
と
か
ら

清
儒

に
改
め
た
。

（
９
）

懐
徳
堂
文
庫
所
蔵
の
自
筆
稿
本
『
奠
陰
集
』
は
、
整
理
が
行
わ
れ
た
際
の
誤
り
に
よ
り
、

文
集
入
り
の
帙
が
第
一
函
、
詩
集
入
り
の
帙
が
第
二
函
と
さ
れ
て
い
る
。
湯
浅
邦
弘
編
『
増

補
改
訂
懐
徳
堂
事
典

（
二
〇
一
六
年
、
大
阪
大
学
出
版
会
）
参
照
。

』

（

）

こ
の
時
の
面
談
に
つ
い
て
は
、
中
井
木
菟
麻
呂
「
追
懐
遺
事
三
篇

（
懐
徳
堂
堂
友
会
『
懐

」

10

徳
』
第
二
号
・
碩
園
先
生
追
悼
録
〔
大
正
十
四
年
［
一
九
二
五
年
］
二
月
〕
所
収
）
参
照
。

（

）

第
二
回
世
界
一
周
会
が
敦
賀
に
帰
着
し
た
の
は
、
七
月
十
八
日
で
あ
っ
た
。
注
４
前
掲
の

11

湯
浅
邦
弘
『
世
界
は
縮
ま
れ
り
』
参
照
。

（

）

木
菟
麻
呂
は
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
年
）
に
一
家
を
挙
げ
て
上
京
し
た
際
、
中
井
家

12

の
所
蔵
す
る
主
な
資
料
を
東
京
へ
持
っ
て
行
き
、
一
部
を
大
阪
の
縁
者
に
預
け
た
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
中
井
木
菟
麻
呂
が
受
け
継
い
だ
懐
徳
堂
の
遺
書
遺
物

小
笠
原
家

―

に
預
け
ら
れ
た
も
の
を
中
心
に

（

中
国
研
究
集
刊
』
第
六
十
三
号
、
二
〇
一
七
年
）
参

―
」
『

照
。
幸
田
は
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
年
）
十
月
の
懐
徳
堂
記
念
祭
の
挙
行
に
あ
わ
せ

て
『
懐
徳
堂
旧
記
』
を
自
費
で
出
版
し
て
お
り
、
そ
の
序
文
の
中
で
、
明
治
三
十
四
年
（
一

九
〇
一
年
）
に
『
大
阪
市
史
』
編
纂
に
着
手
し
た
際
、
懐
徳
堂
に
関
す
る
資
料
が
ほ
と
ん
ど

得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

「
史
料
を
阪
地
諸
旧
家
に
捜
る
、
而
も
書
院
に
関
し
て
は

、

僅
に
森
本
専
助
氏
蔵
本
懐
徳
堂
記
一
冊
を
得
た
る
に
過
ぎ
ず
。
既
に
し
て
中
井
木
菟
麿
氏
を

東
京
小
川
町
訪
ひ
、
伝
来
の
遺
書
十
数
部
を
借
覧
す
る
に
及
び
、
略
書
院
の
事
蹟
を
詳
に
す

る
を
得
た
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
幸
田
に
よ
る
謄
写
は
、
帝
国
大
学
の
史
料
編
纂
掛

に
お
い
て
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
際
に
写
本
は
二
部
作
成
さ
れ
、
一
部
が
大
阪
の
幸
田
の
も

と
へ
送
ら
れ
、
現
在
は
大
阪
市
立
中
央
図
書
館
・
大
阪
市
史
編
纂
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

も
う
一
部
は
史
料
編
纂
掛
が
所
蔵
し
、
現
在
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
が
所
蔵
す
る
。
拙
稿

「
『

』

」（
『

』

、

）
、

懐
徳
堂
纂
録

と
そ
の
成
立
過
程

中
国
研
究
集
刊

第
五
十
八
号

二
〇
一
四
年

懐
徳
堂
記
録
拾
遺

と

懐
徳
堂
記
録

国
立
高
雄
餐
旅
大
学
応
用
日
語
系

観
光
・

「『

』

「

」
」（

『
「

言
語
・
文
学
」
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集

、
同
）
参
照
。

』

（

）

天
囚
は

『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
の
草
稿
に
あ
た
る
と
見
ら
れ
る
『
懐
徳
堂
考
之
一
』
の
後
半

、

13

部
に

『
大
阪
府
立
図
書
館
和
漢
図
書
目
録
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
竹
山
・
履
軒
の
著
作
名
と

、

冊
数
等
に
つ
い
て
抽
出
し
て
列
記
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
竹
山
の
著
作
は
『
稲
垣
子

華
孝
状
』
等
五
点
、
履
軒
の
著
作
は
『
枕
上
雑
題
』
等
三
点
に
過
ぎ
な
い
。

（

）

天
囚
が
木
菟
麻
呂
に
「
写
字
生
」
の
周
旋
を
依
頼
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
時
点
で
東
京

14

に
お
い
て
謄
写
を
行
う
つ
も
り
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
結
局
『
奠

』

。

、

陰
集

な
ど
の
謄
写
は
大
阪
に
お
い
て
行
わ
れ
た

天
囚
が
東
京
で
の
謄
写
を
考
え
た
の
は

幸
田
の
先
例
を
知
っ
て
い
た
か
ら
か
も
知
れ
な
い
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

（

）

拙
稿
「
資
料
紹
介

懐
徳
堂
記
念
会
蔵
「
懐
徳
堂
記
念
会
記
録

（

国
語
教
育
論
叢
』
第

」
」
『

15

十
七
号

二
〇
〇
八
年

拙
著

市
民
大
学
の
誕
生

大
坂
学
問
所
懐
徳
堂
の
再
興

大

、

）
、

『

』（

―

―
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阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）
参
照
。

（

）

こ
の
時
点
で
木
菟
麻
呂
が
、
府
立
図
書
館
に
対
し
て
「
懐
徳
堂
ノ
遺
書
遺
物
類
」
を
「
寄

16

附
又
ハ
寄
託
」
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
点
は
甚
だ
興
味
深
い
。
木
菟
麻
呂
は
、
受
け
継
い

だ
懐
徳
堂
に
関
す
る
遺
書
遺
物
類
を
、
懐
徳
堂
の
遺
物
（
木
菟
麻
呂
の
言
う
「
甲
種
遺
物

）」

と
、
中
井
家
の
遺
物
（

乙
種
遺
物

・
水
哉
館
の
遺
物
と
に
区
別
し
て
い
た
こ
と
が

「
懐

「

」
）

、

徳
堂
遺
物
寄
進
の
記

（

懐
徳
』
第
十
一
号
、
一
九
三
三
年
）
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、
昭
和

」
『

七
年
（
一
九
三
二
年
）
の
木
菟
麻
呂
か
ら
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
へ
の
寄
贈
は
、
懐
徳
堂

「

」

、

（

）

、

の
遺
物
で
あ
る

甲
種
遺
物

の
寄
贈
で
あ
り

昭
和
十
四
年

一
九
三
九
年

の
寄
贈
は

残
る
中
井
家
に
関
す
る
遺
物
「
乙
種
遺
物
」
と
水
哉
館
の
遺
物
と
の
寄
贈
で
あ
っ
た

「
懐
徳

。

堂
遺
物
寄
進
の
記
」
に
お
い
て
木
菟
麻
呂
は

「
重
建
懐
徳
堂
の
建
設
せ
ら
れ
て
後
、
余
は
そ

、

の
基
礎
の
安
定
す
る
を
待
ち
、
或
る
適
当
の
時
期
に
於
て
、
甲
種
遺
物
丈
を
新
講
堂
に
寄
進

す
る
つ
も
り
で
あ
つ
た
の
で
、
松
山
博
士
教
授
の
時
代
に
、
そ
の
旨
を
同
教
授
に
話
し
て
お

い
た
の
で
あ
る

と
述
べ
て
い
る
が

木
菟
麻
呂
が
天
囚
と
の
二
度
目
の
面
談
に
お
い
て

懐

」

、

「

徳
堂
ノ
遺
書
遺
物
類
」
を
「
寄
附
又
ハ
寄
託
」
す
る
こ
と
を
望
む
こ
と
を
伝
え
て
い
た
と
い

う
こ
と
は
、
明
治
四
十
三
年
二
月
の
段
階
で
木
菟
麻
呂
が
「
甲
種
遺
物
」
の
み
を
寄
贈
す
る

こ
と
を
既
に
考
え
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
大
阪
府
立
図
書
館
本
館
の

増
築
が
実
現
し
た
の
は
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
年
）
で
あ
る
が
、
懐
徳
堂
記
念
室
は
木

菟
麻
呂
か
ら
遺
書
類
の
寄
託
を
受
け
て
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
年
）
十
月
に
設
置
さ

れ
て
い
る
。

（

）

拙
稿
「
大
阪
人
文
会
と
懐
徳
堂
記
念
会

懐
徳
堂
記
念
会
蔵
「
経
過
報
告
第
一
」
を
中
心

―

17

に

（

中
国
研
究
集
刊
』
第
四
十
六
号
、
二
〇
〇
八
年
）
参
照
。

―
」
『

（

）

明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
年
）
七
月
三
十
日
に
開
催
さ
れ
た
第
五
次
例
会
の
際
の
会
食

18

補
助
を
指
す
。

多
治
比
郁
夫

中
之
島
図
書
館
物
語

大
阪
人
文
会

覚
え
書

大
阪
府
立
図
書
館
報

な

（

）

「

「

」

」（

『

19

に
わ
づ
』
七
十
二
号
、
一
九
七
八
年

、
注

前
掲
の
拙
著
『
市
民
大
学
の
誕
生
』
参
照
。

）

15

（

）

注

前
掲
の
拙
稿
「
資
料
紹
介

懐
徳
堂
記
念
会
蔵
「
懐
徳
堂
記
念
会
記
録

、
拙
著
『
市

」
」

20

15

民
大
学
の
誕
生
』
参
照
。

（

）

大
阪
人
文
会
が
第
三
次
例
会
で
何
を
記
念
出
版
す
る
か
ま
で
決
め
た
わ
け
で
は
な
く
、
同

21

年
九
月
に
懐
徳
堂
記
念
会
が
設
立
さ
れ
た
段
階
に
お
い
て
も
、
記
念
出
版
の
内
容
は
ま
だ
確

定
し
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
懐
徳
堂
記
念
会
の
設
立
趣
意
書
に
附
記
さ
れ
て
い
る
内
容

。

、

、

か
ら
も
確
認
で
き
る

す
な
わ
ち

一
般
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
の
所
蔵
す
る
と
こ
ろ
の

懐
徳
堂
記
念
会
趣
意
書

に

懐
徳
堂
記
念
会
会
則

を
添
え
た
小
冊
子
の
備
考
に
は

記

「

」

「

」

、「

念
出
版
物
ハ
論
孟
首
章
講
義
、
五
孝
子
伝
（
以
上
国
文
）
喪
祭
私
説
、
蘭
洲
遺
稿
漢

文
勢

（

マ

マ

）

語
通
（
国
文
）
奠
陰
集
（
漢
文
）
竹
山
尺
牘
（
国
文
）
論
語
逢
原
及
ビ
蔽
帚
（
漢
文
）
等
ノ

内
ニ
於
テ
撰
択
印
行
ノ
予
定
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
記
念
出
版
さ
れ
る
書
籍
が
決
定

し
た
時
期
は
不
明
だ
が
、
木
菟
麻
呂
の
日
記
『
秋
霧
記
』
に
は
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一

〇
年
）
十
一
月
二
十
一
日
に
、
天
囚
か
ら
「
論
語
逢
原
之
件
」
に
つ
い
て
伝
え
る
手
紙
を
受

け
取
っ
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
年
）
十
一
月
に
は
決
定
し

『
論

、

語
逢
原
』
の
記
念
出
版
の
木
菟
麻
呂
に
通
知
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
拙
稿
「

論
語
逢

『

原

の
記
念
出
版
と
中
井
木
菟
麻
呂

中
国
研
究
集
刊

第
五
十
号

二
〇
一
〇
年

二

』

」（
『

』

、

）
、「

つ
の
『
論
語
逢
原
』

懐
徳
堂
記
念
会
と
中
井
木
菟
麻
呂

（

懐
徳
』
第
七
十
九
号
、
二

―

―
」
『

〇
一
一
年

、
前
掲
拙
著
『
市
民
大
学
の
誕
生
』
参
照
。

）

（

）

天
囚
が
加
え
た
と
見
ら
れ
る
朱
筆
の
注
記
の
中
に
、
天
囚
が
校
合
し
た
竹
山
の
自
筆
稿
本

22

と
そ
れ
を
高
橋
が
謄
写
し
た
写
本
と
は
別
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

二
箇
所
あ
る
（
第
五
冊
第
六
葉
表
第
六
行
・
第
十
一
冊
第
二
十
六
葉
裏
第
八
行

。
具
体
的
に

）

そ
の
テ
キ
ス
ト
が
何
で
あ
る
か
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
天
囚
が
『
奠
陰
集
』
の
自
筆
稿
本

以
外
に
「
寒
泉
編
次
本
」
を
見
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。

（

）

記
念
出
版
さ
れ
た
『
奠
陰
集
』
の
詩
集
と
文
集
と
の
末
尾
に
、
校
合
の
担
当
者
が
そ
れ
ぞ

23

れ
磯
野
秋
渚
と
木
崎
愛
吉
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
「
懐
徳
堂
記
念
会
会
務

報
告
」
に
も
そ
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。



（ 70 ）

（

）

『
懐
徳
堂
資
料
』
に
は
、
天
囚
が
校
合
を
担
当
し
た
文
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
け

24

で
は
な
く
、
秋
渚
が
校
合
し
た
詩
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
も
抄
出
さ
れ
て
い
る
。
憶
測

を
逞
し
く
す
る
な
ら
ば
、
秋
渚
に
よ
る
『
奠
陰
集
』
第
十
六
冊
の
校
合
が
か
な
り
遅
れ
、
更

に
第
十
七
冊
の
途
中
で
中
断
し
て
い
る
の
は
、
秋
渚
が
そ
れ
ら
の
校
合
を
行
っ
て
い
た
と
見

ら
れ
る
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
年
）
末
か
ら
翌
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
年
）
二
月

あ
た
り
に
か
け
て
、
天
囚
が
『
奠
陰
集
』
詩
集
か
ら
『
懐
徳
堂
資
料
』
へ
の
抄
出
を
行
っ
た

こ
と
が
影
響
し
た
た
め
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
秋
渚
が
『
奠
陰
集
』
の
謄
写
の
校
合

を
第
十
七
冊
の
途
中
で
中
断
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
は
、
記
念
出
版
に
向
け
た
校
合
作
業
を

優
先
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

（

）

木
菟
麻
呂
が
大
阪
府
立
図
書
館
に
付
し
た
十
八
点
の
内
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
に
お

25

い
て
『
有
間
星
』
の
写
本
に
つ
い
て
の
み
現
存
を
確
認
で
き
な
い
理
由
は
不
明
で
あ
る

「
懐

。

」

、

『

』

、

徳
堂
記
念
会
記
録

に
は

木
菟
麻
呂
か
ら
大
阪
府
立
図
書
館
へ
送
ら
れ
た

有
間
星

は

先
ず
三
冊
の
内
の
二
冊
が
届
き

「
後
日
残
リ
一
冊
寄
托
」
さ
れ
た
と
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
影

、

響
し
て
謄
写
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
り
得
る
。
な
お
、
湯
城
吉
信
「
大
阪
府
立
中

之
島
図
書
館
所
蔵
懐
徳
堂
関
係
資
料
目
録

（

中
国
研
究
集
刊
』
第
三
十
七
号
、
二
〇
〇
五

」
『

年
）
に
は
、
十
七
点
の
資
料
の
一
部
に
つ
い
て
装
訂
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
大
阪
府
立
図
書
館
に
明
治
四
十
五
年
三
月
三
十
日
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
十
七
点
以
外

の
資
料
に
も
、
十
七
点
と
同
じ
装
訂
の
も
の
が
複
数
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
十
七
点
の
装

訂
は
謄
写
の
際
に
で
は
な
く
、
大
阪
府
立
図
書
館
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
際
に
整
え
ら
れ
た
可

能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

（

）

『
昔
の
旅

・

述
龍
篇
』
に
は
無
罫
の
用
紙
が
用
い
ら
れ
て
お
り

『
述
龍
篇
』
に
は
手
書

』
『

、

26

き
で
記
さ
れ
た
匡
廓
の
み
が
あ
る
。

（

）

受
入
番
号
「
３
４
１
８
６
」
の
資
料
は
、
現
存
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
『
有
間
星
』
の
写

27

本
で
は
な
く
、
中
井
履
軒
の
『
穂
篇
』
の
写
本
で
あ
る
。
そ
の
装
訂
や
受
入
時
期
は
、
十
七

点
と
同
じ
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
『
穂
篇
』
の
写
本
も
、
木
菟
麻
呂
の
提
供
し
た
十
七
点

と
同
じ
く
、
懐
徳
堂
記
念
会
の
行
っ
た
記
念
出
版
の
候
補
と
し
て
謄
写
さ
れ
た
も
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
の
大
阪
資
料
・
古
典
籍
室
に
よ
れ
ば
、
十

七
点
や
『
穂
篇
』
が
大
阪
府
立
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
た
経
緯
等
は
不
明
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（

）

釜
田
啓
市
「
中
井
木
菟
麻
呂
『
懐
徳
堂
水
哉
館
先
哲
遺
事
』
の
成
立
事
情

（

懐
徳
堂
セ

」
『

28

ン
タ
ー
報
二
〇
〇
七

、
二
〇
〇
七
年

、
前
掲
拙
著
『
市
民
大
学
の
誕
生
』
参
照
。

』

）

［
附
記
］

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
所
蔵
資
料
の
調
査
に
関
し
て
は
、
同
館
の
大
阪
資
料
・
古
典
籍
室
の
協

力
を
、
ま
た
鉄
砲
館
所
蔵
『
懐
徳
堂
資
料
』
の
調
査
に
関
し
て
は
、
沖
田
純
一
郎
氏
（
西
之
表
市
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
課
長
級
参
事
、
兼
種
子
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長

、
鮫
島
斉
氏
（
西
之
表

）

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
文
化
財
係
長
）
の
協
力
を
得
た
。
特
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
本

研
究
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費

Ｊ
Ｐ
２
１
Ｈ
０
０
４
６
５
「
日
本
近
代
人
文
学
の
再
構
築
と
漢
学
の
伝

統

西
村
天
囚
関
係
新
資
料
の
調
査
研
究
を
中
心
と
し
て

（
研
究
代
表
者
：
竹
田
健
二
）
の
助
成

―

―
」

を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

竹
田

健
二
（
た
け
だ
・
け
ん
じ
）

一
九
六
二
年
生
ま
れ
。
島
根
大
学
学
術
研
究
院
教
育
学
系
教
授
。
専
門
は
中
国
古
代
思

、

。

『

』

想
史

近
代
日
本
漢
学

著
書
に

市
民
大
学
の
誕
生

大
坂
学
問
所
懐
徳
堂
の
再
興

―

―

（
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
二
月

、
編
著
に
『
懐
徳
堂
研
究
第
二
集

（
汲
古
書

）

』

院
、
二
〇
一
八
年
十
一
月

、
主
要
論
文
に
「
西
村
天
囚
の
懐
徳
堂
研
究
と
『
拙
古
先
生

）

筆
記

（

懐
徳
堂
研
究
』
第
十
三
号
、
二
〇
二
二
年
二
月
）
な
ど
。

』
」
『


